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歌い継がれて
いく曲を作りたい

井手上 慶さん

作曲家、編曲家
相愛大学音楽学部卒業生

相愛大学　www.soai.ac.jp
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金児曉嗣学長らに大阪市市民表彰14

テニスで高畑さん、学生音コンで西川さん快挙
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○成人の集い
1月7日（土）
本学南港ホール
本学在学生対象

○親鸞聖人御正忌法要／
学園関係者物故者追悼法要
1月16日 (月 )
本学本町学舎講堂
本学関係者対象

○古楽器・アンサンブル演奏会
1月24日 (火 )
本学南港ホール

○北御堂相愛コンサート
1月26日（木）12：25～12：45
本願寺津村別院 (北御堂 )本堂
入場無料

○市民仏教講座
1月28日（土）13：30～15：00
本学学生厚生館Ｓ307
講師：福本康之氏（本学非常勤講師）
講題：「一緒にうたおう仏様の歌を」
受講無料

○人間発達学部公開講座
(メタボダイエット教室 )
1月28日 (土 )14:00～16:30
本学南港学舎
申込終了
問い合わせ :教学課
○相愛高等学校乙女コンサート
高校1年生の部
2月4日（土）13：30～
本学本町学舎講堂
入場無料
出演：本校高校音楽科1年生
○相愛大学音楽専攻科修了演奏会

2月12日（日）
ザ・フェニックスホール
入場無料
出演：本学音楽専攻科修了生

（2012年1月～2012年3月）◇相愛学園イベントガイド

○市民仏教講座
2月18日 (土 )13：30～15：00
本学学生厚生館Ｓ307
講師：寺澤真琴氏（近畿大学講師）
講題：「わかり合うということについて」
受講無料
○相愛高等学校卒業奉告本山参拝

2月20日（月）
浄土真宗本願寺派本願寺（西本願寺）
○帰敬式

2月20日（月）
浄土真宗本願寺派本願寺（西本願寺）
○北御堂相愛コンサート

2月23日（木）12：25～12：45
本願寺津村別院 (北御堂 )本堂
入場無料
○相愛高等学校卒業式

2月23日（木）
本学本町学舎講堂
○相愛音楽教室スプリングコンサート

2月26日（日）
本学本町学舎講堂
入場無料
出演：音楽教室生
○オペラ試演会～フィガロの結婚～

2月28日（火）16：00開演
本学南港ホール
入場無料
○第57回相愛オーケストラ定期演奏会
～オペラ公演～
3月4日（日）
大阪国際交流センター大ホール
出演：ヴェルディ音楽院より (指揮 )、相愛オー
ケストラ
○相愛高等学校音楽科卒業演奏会

3月10日（土）13：30～
本学本町学舎講堂
入場無料
出演：本校音楽科卒業生選抜者

○相愛ウィンドオーケストラ
第5回ポップスコンサート
3月11日（日）14：00～
本学南港ホール
入場無料
指揮 :若林義人
出演 :相愛ウィンドオーケストラ
○相愛中学校卒業奉告参拝

3月16日（金）
本願寺津村別院（北御堂）

○相愛中学校卒業式
3月17日（土）
本学本町学舎講堂
○第13回相愛オーケストラC組D組発表演奏会

3月17日（土）18:45～
本学本町学舎講堂
入場無料
○相愛大学卒業式

3月19日（月）
本学南港ホール
○相愛大学卒業演奏会

3月20日（火）
本学南港ホール
入場無料
出演：音楽学部卒業生
○ミニオープンキャンパス

3月20日（火）
○相愛大学卒業演奏会

3月23日（金）
いずみホール
入場無料
出演：音楽学部卒業生
○相愛中学・高等学校吹奏楽部 第1回定期演奏会

3月24日（土）13：30～
本学本町学舎講堂
入場無料
出演：相愛中学・高等学校吹奏楽部・吹奏楽部OG

○北御堂相愛コンサート
3月29日（木）12：25～12：45
本願寺津村別院 (北御堂 )本堂
入場無料

相愛大学入試日程
学部 種別 出願受付期間 平成24年度試験日 合否発表

音
楽

一般A入試 音楽学科

1月 6日（金）～ 1月19日（木）

2月 1日（水）・2日（木）

2月 8日（水）
音楽マネジメント学科

2月 1日（水）一般編入学後期試験
音楽専攻科入試
社会人特別入試（音楽マネジメント学科のみ）
一般B入試 2月 9日（木）～ 2月29日（水） 3月 9日（金） 3月 11日（日）

一般C入試
3月 8日（木）～ 3月19日（月）

3月 24日（土） 3月 25日（日）3月21日（水）と3月22日（木）
の正午まで窓口にて受付

人
文
・
人
間
発
達

一般A入試 （本学会場）

1月10日（火）～ 1月23日（月） 1月 29日（日） 1月 31日（火）（岡山入試会場）
社会人特別入試
一般編入学後期試験
センター試験利用Ａ入試 1月19日（木）～2月 2日（木）本学独自の試験は実施しない 2月 9日（木）
一般B入試

1月 30日（月）～ 2月13日（月）
2月 18日（土）

2月 23日（木）ファミリー後期入試（人間発達）
センター試験利用Ｂ入試 本学独自の試験は実施しない
AO入試（人文） 面談等詳細は要項で確認
一般C入試

2月24日（金）～ 3月12日（月）
3月 17日（土）

3月 22日（木）寺院特別推薦C入試（人文・人間発達）
センター試験利用Ｃ入試 本学独自の試験は実施しない
AO入試（人文） 面談等詳細は要項で確認

相愛高等学校入試日程
1次入試 1.5次入試

普
通
科

受付 窓口受付 予定あり
出願期間  1月 23日（月） ～ 2月 3日（金）
試験日  2月 10日（金）

音
楽
科

受付 窓口受付
出願期間  1月 23日（月） ～ 2月 3日（金）
試験日  2月 10日（金） 、 2月 11日（土）

相愛中学校入試日程
Ａ日程 Ｂ日程 C日程

受付 窓口受付 窓口受付 窓口受付

出願期間
 1月 6日（金）

～

 1月 13日（金）

1月  6日（金）

～

1月 14日（土）

1月 6日（金）

～

1月 16日（月）
試験日  1月 14日（土） 1月 15日（日） 1月 16日（月）

●お問い合わせ先　相愛大学　入試課
　電　話 06–6612–5900　ＦＡＸ 06–6612–6090

●お問い合わせ先　高中入試広報部
　電　話  06–6262–0621　ＦＡＸ  06–6262–0534

2012年度 入試日程

◉編集後記

　3月11日、東北地方で発生した大震災に遭遇さ
れた方々に心からお見舞い申し上げます。地震の
みならず、津波に襲われて命をなくされた方々、さ
らに原子力発電所の事故によって9カ月たった今
なお寒空の下に不安な日々を過ごされている方々
のお気持ちを思うと、その悲しみやつらさはどれ
ほど深いものか、想像に余りあります。

　いよいよ記念すべきファミリア20号をお届けで
きる運びとなりました。本年も多岐にわたる行事や
講演、シンポジウムを行ってまいりました。その活
動のすべてをここでお知らせすることはかないま
せんが、相愛学園の今を知っていただきたいと、限
られた紙面の中で報告をさせていただきます。こ
れらの活動を運営し、支えてくださり、また、本誌の
完成を目指してお力を注いでくださいました多くの
教職員の皆様にも、心より感謝申し上げます。
　こうして編集後記を書かせていただいている

今、本年度より始まりました本町校舎の工事も進
み、形をなしつつあります。そして来春、音楽マネ
ジメント学科本校舎が本町に完成し、講義も始まり
ます。
　相愛学園のさらなる飛躍をめざし,中学校、高等
学校、大学が連携をし、学内の諸活動を推進して
いくための情報の記録と公開、共有の場としてこ
の「ファミリア」がますます活性化されますよう、今
後とも引き続き皆さまのご支援とご協力をよろしく
お願い申し上げます。　　　　　　　　　（太田）
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　本年度、音楽学部に新しい学科、「音楽マ
ネジメント学科」が開設いたしました。4月に
入学した1回生が、さっそく第1弾イベント
「清塚信也ピアノリサイタルin相愛大学」を運
営主体となって開催いたしました。この公演
は、音楽マネジメント学科の学生が、企画、制
作、運営管理を主体的に行い、コンサートそ
のものを創り上げるということはどういうこ
となのかの学びの第一歩となりました。三木
楽器店（株）のご協力により、ドラマの吹き替
え演奏などで人気のある若手ピアニスト清
塚信也氏の招聘が実現しました。
　受付から司会、チラシやプログラム制作と
事前準備から当日の運営まですべて学生の
手作りでした。至らない点はありましたが、
USTREAMでの生中継は5,000弱の視聴数、
東日本大震災にて被災された皆様のために
集めた義援金は7万3630円にもなり、日本
赤十字社へ寄付させていただきました。一人
ひとりの力を合わせることで、たくさんの人
たちに音楽を楽しんでもらい、募金も集める
ことができることを実感できました。
　このイベントを礎に、次回、次々回と実践

を重ねることで、何を学んでいかなければな
らないのかを自覚し、「自ら考えて動く」こと
のできる学生になってもらえるように、教職
員一同、改めて精進していきます。
　なお、12月18日には本町講堂にて「音楽
のシゴト―僕らが見つけた未来―」と題し
たイベントを吉本興業様協力のもと企画し
ております。企画脚本も含め、学生が主体的
に準備を進めています。4月より少し成長し
た舞台を提供できると思いますので期待く
ださい。
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東日本大震災慈善公演
「少しのちから」

学生がコンサートの
裏方を初体験
チャリティー
イベント 第1回

演奏、朗読、寄席の共演!
チャリティー
イベント 第2回

2 3

て協力してくださいました。また、今年4月よ
り開設された音楽マネジメント学科1回生の
学生が、演出の企画、構成や当日の準備、運
営を担当しました。
　演目は、本学の教員と学生による「アンサ
ンブル演奏会」、嵐氏による「朗読とおはなし
『歎異抄』」、桂春之輔氏、桂壱之輔氏による
落語「相愛寄席」の3部構成。第1部では、本
学の児嶋一江教授によるピアノソロの圧巻
の演奏パフォーマンスに一同聴き入りました。
斎藤建寛教授と林裕准教授によるチェロの
デュオの温かい音色に感極まり涙を流す来
場者も。飯塚一朗教授と音楽学部学生によ
る金管アンサンブルの演奏はパワフルで、未
来への希望に満ちあふれていました。第2部
の「朗読とおはなし『歎異抄』」では、歎異抄
に関する解説の後、第1章から10章までを
朗読していただきました。普段なかなか耳に
することのない歎異抄を肌で感じたひととき
でした。第3部の「相愛寄席」では、桂春之輔
氏の「鰻の幇間」、桂壱之輔氏の「転失気」が
披露され会場が大きな笑いに包まれました。
　約300名の来場者からご協力いただいた
義援金24万5912円は、本願寺を通じて被
災地復興のために全額を寄付しました。

▶インタビュー ▶相愛チャリティーイベント・リポート

ドラマの主題歌でブレーク

　2009年、若者に人気のグループSonar 

Pocketと、井手上さんは「アリガトウ」という楽
曲を共作しました。この曲はテレビ朝日系ドラマ
「コールセンターの恋人」（小泉孝太郎主演）の
主題歌となり、一躍注目を集めました。その後、

さまざまなアーティストに楽曲を提供する一方、

ピアニストとしてSonar Pocketの全国ツアー
にも参加しています。「『アリガトウ』が転機でし
た」と語る井手上さん。しかし、才能を開花させ
るまでの道のりには紆余曲折がありました。

　大阪府豊中市の高校を卒業後、海外留学
の資金を稼ぐために運送会社で働いていた
時、相愛大に進学した高校時代の友人と街で
ばったり再会。井手上さんは3歳から高校に入
る頃までピアノを習っており、友人と話すうちに
改めて音楽への想いが沸き上がってきました。

友人から相愛大非常勤講師の許真弓先生を
紹介してもらい、作曲の勉強をスタート。そして
周囲の勧めもあり相愛大に入学しました。

相愛大で過ごした充実の4年間

　「作曲の経験が浅いまま入学したので、最初
は苦労しました。音楽の勉強もピアノ以外は大
学に入ってからスタートという感じでした」

　相愛大は何事にも積極的な学生が多く、に

　「10年、20年と歌い継がれていく曲を作り
たい」。多くのメジャーアーティストに楽曲を
提供し、現在は作家名「KAY」として作曲家、
編曲家として活躍する井手上慶さん（27）。大
学時代にはぐくんだ「プロの音楽家になる」と
いう夢を見事に実現させ、今秋から活動拠点
を大阪から東京へ移し、さらに大きな舞台へと
羽ばたいています。

ぎやかで楽しい環境だったといいます。さまざ
まな楽器を専攻する友人たちとの交流を通し
て、幅広いジャンルの音楽に触れることができ
たとも。
　作曲専攻〈映像と音楽コース〉（現ヴィジュア
ル・ミュージック課程）だったため、映像につい
ても学びました。

　「プロモーションビデオを作るため、ビデオカ
メラでキャンパス内を撮影したりもしました。充
実していて、あっという間の4年間でした」

　4回生の時、読売新聞主催の「阪神大震災
メモリアルコンサート」で、自ら作詞作曲した「あ
の日から、僕らは」がテーマ曲に選ばれました。

大震災当時、小学生だった井手上さんは大阪
府箕面市の自宅で、父のベッドの下に母といっ
しょに逃げ込みました。当時の状況を思い出し
ながら、阪神高速の倒壊現場なども訪れて、曲
想を得たといいます。

「音楽を一生の仕事に」

　卒業を間近に控えていた頃、「やりたいこと
は音楽しかない。音楽を職業にしよう」と決意。

卒業後は音楽教室で作曲や編曲を教えなが
ら、曲作りを続け、「アリガトウ」で一挙にブレー
クしました。

　「大学ではソルフェージュなどのほか、リコー
ダーの授業もありましたが、学んだことのすべ
てが今につながり、どこかで役に立っています。

後輩には『相愛大学の授業はすごい財産にな
る』ということを伝えたいですね」

　今秋、東京進出を果たし、決意を新たにして
います。

　「今は韓国のアーティストやアイドルの歌が流
行っていますが、流行が終わるのは早い。ぼく
は日本人として、歌謡曲というか歌謡メロディー
を大事にしたい。たとえば筒美京平さんや織田
哲郎さんの曲は今も歌い継がれている。流行
がすぐ終わる時代だからこそ、10年、20年
残っていく曲を作りたい」

　今、許先生の『嫌なことがあっても、とりあえ
ず笑顔でいなさい』という教えが、プロの音楽
家として生きていく井手上さんの支えになって
います。

井手上 慶さん
作曲家、編曲家
2008年相愛大学音楽学部卒業

チャリティーイベント 第3回
本学ゆかりのプロ結集
相愛フィルハーモニア

　5月25日、相愛チャリティーイベントシリー
ズの第2回目となる東日本大震災慈善公演
「少しのちから」が本町学舎の講堂にて開催
されました。
　歌舞伎俳優の嵐圭史氏、落語家で本学の
客員教授でもある桂春之輔氏が出演者とし

　相愛大学では、東日本大震災被災地
の皆さまに対し、少しでも力になりたい
という思いから、相愛大学主催による
チャリティー公演を、8月1日に本町学舎
講堂で開催されました。
　相愛オーケストラの呼びかけで、相愛
で学び、全国で活躍するプロオーケスト
ラ団員や、相愛学園教員が中心となって
「相愛フィルハーモニア」が特別編成さ
れ、2部構成の演奏会が行われました。
　第1部では、W.A.モーツァルトのディ
ヴェルティメント　二長調K.136、A.ヴィ
ヴァルディの二本のチェロのための協奏
曲　ト短調、そして芥川也寸志のトリプ

ティーク（弦楽の為の三楽章）が、第2部
では、W.A.モーツァルトの交響曲第29

番　イ長調K.201が演奏されました。
　約440名の来場者からは、洗練され
たプロの演奏家たちの音色に、惜しみな
い拍手が送られました。集まった義援金
30万9643円は、本願寺を通じて被災
地へと送られました。

第1回、第2回は、音楽マネジメント学科１回生が
企画、制作、運営に大奮闘!

社会で活躍する
卒業生

東日本大震災

チャリティーイ
ベント



　シンポジウム記念コンサートとして、オープニングを
飾ったのは相愛大学卒業生による弦楽四重奏ユニッ
ト「Dolce（ドルチェ）」。クラシックや童謡など美しいハー
モニーを披露しました。続いて、大阪府立急性期・総
合医療センターの吉岡敏治院長と相愛大学の金児
曉嗣学長が開会の挨拶を述べました。吉岡院長は「良
質な医療サービスの提供とともに良き医療人を育成す
る」というセンターの方針について語り、金児学長は「学
外連携を進め、もっと多様な活動に挑戦したい」と決
意を新たにしました。

　基調講演として、相愛大学人文学部の釈徹宗教
授が「日本文化から見た生命のやすらぎ」というタイト
ルで、自ら代表を務める認知症高齢者のためのグルー

プホームの例なども交え、日本文化における死生観、

豊かな臨終のイメージを持つことの大切さなどについ
て語りました。

　関連講演の1講目として、森ノ宮医療大学保健医
療学部の坂出祥伸教授が、老荘思想、気の概念など
「東洋医学の身体観、人間観」について、西洋医学の
身体感と対比しながら解説。第2講目は大阪府立急
性期・総合医療センターの田中康博副院長による「終
末期医療の課題と展望」。がん治療の最前線紹介の
ほか、医療の充実を図るためにはかかりつけ医、リハビ
リ施設との連携が欠かせないことなどを力説しました。

　プログラム後半は、コーディネーターに毎日放送の
大谷邦郎氏を招き、基調講演・関連講演の講師3名

　相愛大学は11月5日、大阪府立急性期・総合医療センターとの

連携事業として、シンポジウムを大阪市住吉区の同センターで開

催しました。第2回目を迎えた本年度のコラボレーションには、相

愛大学とともに同センターと包括連携協定を結んでいる森ノ宮医

療大学も参加。会場を埋めつくした約200名の参加者の皆さんは

最後まで熱心に聞き入っていました。

相愛大学×府立急性期・総合医療センター×森ノ宮医療大学 連携シンポジウム
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に5名のパネリストが加わってディスカッションを行いま
した。各パネリストは「やすらぎのがん医療の実現に向
けて－課題と提言－」というテーマに即し、それぞれ
の立場から研究内容や体験などを語りました。

　コーディネーターの「がん治療は以前ほど痛くなく
なってきているのか?」という質問に対しては、同セン
ターの吉田洋・緩和ケアチーム長は「痛みの緩和はク
スリを組み合わせれば統御ができる可能性が上がっ
た」と答え、森ノ宮医療大学保健医療学部鍼灸学科
の山下仁教授は、鍼灸を活用して鎮痛剤の投与を減
らした症例などを紹介しました。また、同センターがん
患者会「ひまわりの会」の山田義美会長からは「もし効
果があるなら東洋系の治療も試してみたい。そのた
め、お医者さんの適切なアドバイスがほしい」という率
直な意見が出ました。関連講演の講師である坂出教
授は、東洋思想の「気」を免疫の活性化の視点から
解説しました。

　「末期がんのケアで重要な点は?」という問いに、同
センター緩和ケアチーム看護師長の嶋路紀子氏は「患
者さんとその家族の良き援助者であること」を心がけ
ていると語り、相愛大学客員教授で大蓮寺住職・應
典院代表の秋田光彦氏は「最期を迎える準備をする
ために『死のイメージトレーニングをする場』として、皆
が体験を分かち合う場が必要だ」と述べました。同セ
ンターの田中副院長はコミュニティを中心とした地域で
のケア活動の重要性を指摘、さらに相愛大学の釈教
授からは、地域のベテラン人材を活用すれば活動は
さらに充実するのではとの提言がありました。

　締めくくりのまとめと挨拶では、同センターの名誉院
長で森ノ宮医療大学の荻原俊男学長が「患者さんと
医療人、地域の皆さんがきずなをはぐくみ、心のケア
に取り組んでいかねばならない」と締めくくりました。4

時間以上にわたる催しでしたが、中身の濃い議論とな
り、参加者の皆さんは最後まで熱心に聞いておられま
した。

350g
量って実感
「1日野菜350㌘」
糖尿病予防セミナー

相愛大学×府立急性期・総合医療センター コラボレーション企画
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▶シンポジウム・セミナー

　大阪府立急性期・総合医療センター（大阪市住吉区）と相
愛大学とのコラボレーション企画「糖尿病予防セミナー」の第2

回目が11月12日に同センターで開催されました。会場には、学
生たちが考えて作ったパネルがいたるところに展示され、注目を
集めました。同センター糖尿病代謝内科の馬屋原豊部長による
挨拶で開幕、昨年度を超える大勢の方にお越しいただきました。

　相愛大学学生と教員が考えた体験学習コーナーには、食育
SATシステムによる食事診断、In Bodyによる体脂肪測定に加
え、今年新たに「野菜コーナー」を設けました。1日に取っていた
だきたい野菜350㌘の量がどれぐらいか、来場者に量っていた
だきました。「自分で量ることによって野菜の量がよくわかった」と
大好評でした。

　学生たちが考えて作った「糖尿病予防レシピ集」も野菜がテー
マ。受け取った来場者にはとても喜んでいただけました。学生た
ちにとってこのセミナーは、医療の現場での貴重な体験となりま
した。ご参加くださった皆さま、ありがとうございました。



▶音楽学部

　10月3日、大阪市北区のザ・シンフォニーホールにて「相愛オーケストラ
第56回定期演奏会」が開催されました。円光寺雅彦氏、小林恵子氏、

酒井睦雄氏の指揮のもと、日頃の練習の成果をいかんなく発揮し、満員
の聴衆の大きな拍手を受けていました。パイプオルガンを伴う交響曲とい
う初の試みも。重厚なパイプオルガンとオーケストラが一体となり、ホール
いっぱいに華やかな響きが広がりました。

　7月7日、尼崎市総合文化センターアルカイックホール
で、相愛大学ウィンドオーケストラ第33回定期演奏会が
開かれました。欠かさず大曲に挑んできたポリシーは今
年も引き継がれ、没後50周年にあたるグレインジャーの
長大な作品「ローマの権力とキリスト教徒の心」やバーン
スタイン「シンフォニック・ダンス」など、調和の取れた響き
とテクニックで聴衆を魅了しました。さらにジュネーヴ国際
音楽コンクール優勝者、アンドレ・アンリ氏をゲストに迎え
たトランペット協奏曲では、華やかさのなかにも甘く美しい
その音色に遜色なく答え、場内を沸かせました。実り多
いそして楽しく心に残る演奏会となりました。

　昨年度本学客員教授に就任された五嶋みどり先生のヴァイオリン公開レッ
スンが6月22日、相愛大学南港ホールにて行われました。8歳にしてジュリ
アード音楽院の名教授、ドロシー・ディレイ氏にそのたぐいまれな才能を発掘
され、11歳でズービン・メータ指揮ニューヨーク・フィルハーモニックとパガ
ニーニの「ヴァイオリン協奏曲」で劇的なデビュー。以来世界的ヴァイオリニス
トとして活動される一方、「みどり教育財団」「パートナーズ・イン・パフォーマ
ンス」などの社会事業を展開されている五嶋先生。レッスンは一般公開で午
前9時半という早い開始時間でしたが、長蛇の列でした。受講生は清永あ
やさん、坂茉莉江さん、奥谷睦代さんの4回生3名。五嶋先生もヴァイオリン
を手にしてレッスンされ、マイクを使わない声が会場に響きわたりました。受
講生のレベルの高い演奏にじっと耳を傾け、彼女らの奥にあるものを発掘し
ようとされる熱心さが言葉とヴァイオリンの音になってほとばしりました。五嶋
先生の音楽の深さと指導力のレベルの高さが感じられ、音楽の学びに終わ
りがないことを再認識する素晴らしい3時間でした。

パイプオルガンと一体の華やかな響き
相愛オーケストラ第56回定期演奏会

重厚な曲風が聴衆を魅了
大前哲教授
作曲賞受賞記念特別演奏会
相愛大学ウィンドオーケストラ

ゲストにアンドレ・アンリ氏
相愛大学ウィンドオーケストラ
第33回定期演奏会

高い指導力を実感
五嶋みどり先生ヴァイオリン公開レッスン

●バルトーク
　弦楽のためのディヴェルティメント

●サン=サーンス
　交響曲第3番ハ短調 作品78「オルガン付き」

●ファリャ
　バレエ音楽「三角帽子」第2組曲

●ヴィヴァルディ
　合奏協奏曲「調和の霊感」第3番ト長調

第1部

●酒井格／たなばた

●堀田庸元
　　　／マーチ「ライヴリー アヴェニュー」

●新実徳英／シャコンヌ S

●グレインジャー／ヒルソング第2番

●グレインジャー
　　　／ローマの権力とキリスト教徒の心

第2部

●ジェイガー／シンフォニアノビリッシマ

●ファイユノー
　　　／トランペットと吹奏楽のための小協奏曲

●バーンスタイン／シンフォニック・ダンス

　11月21日、大前哲教授（相愛大学音
楽学部学部長）が数 の々名誉ある作曲賞
を受賞されたことを記念して、相愛大学
ウィンドオーケストラによる特別演奏会が開
かれました。

たことでしょう。
　演奏会当日は、多くの教え子たちや一般
の来場者が訪れ、迫力ある重厚な曲風に心
奪われている様子でした。

　来場者の大きな拍手で舞台に上がられた
大前教授は、挨拶で、「今回の演奏会は、私
が主役ではありません。作曲する際、学生た
ちが演奏するには、非常に難しいものになる
と分かっていましたが、あえて妥協しません
でした。今回の演奏会で、それを見事に演
奏しきったすべての学生たちが主役です」と
讃えられました。

　また、「抽象性の高い音楽では、理解しよ
うとするのではなく、何を感じ取ることが出来
るのかという観賞力が大切なのです」と音楽
家の道を目指す学生たちに、温かくも強い
メッセージを伝えられました。

　大前教授は、2010年度には、「国際ウィ
ンド・アンサンブル作曲コンテスト2010」（ベ
ルギー）で第2位、「GERMI賞・国際作曲コ
ンペティション2010」（イタリア）で第3位を
受賞。そして本年度は、「ICA国際作曲コン
ペティション2011」（アメリカ）にて第1位、さ
らに「Egidio　Carella国際作曲コンペティ
ション2011」（イタリア）でも第1位に輝くとい
う快挙を成し遂げられました。

　この度の受賞は、大前教授のもとで学ぶ
学生たちにとっても、大きな誇りと励みになっ
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　昨年度から統一テーマ「人文科学の挑戦」シ

リーズとして開催してきた、人文学部主催のシ

ンポジウムの第3回目が、6月24日午後6時よ

り相愛学園本町講堂にいっぱいの来場者を迎

えて行われました。

　
　今回は、「生き抜くための人間学・大震災をきっ
かけとして」というタイトルで、メディアでもおなじみの
ポップな精神科医・名越康文氏、歌によって宗教の
枠を超える牧師・川上盾氏、日本古代史プロパー
の山本幸男本学人文学部長がパネリストとして登
壇。人文学部教授の釈徹宗氏がコーディネーター
を務めました。

　3月に起こった東日本大震災と福島第一原子力
発電所事故によって、私たちは「国のあり方」「地域
のあり方」「生き方」「暮らしぶり」などを、もう一度考
えなければならない状況に立たされています。それ
は、人間の営みすべてを幅広く横断的にとらえ直す
必要があるということです。こんな時だからこそ、「人
間とは何か」「人が共によりよく生きるためにはどうす
ればよいか」という根本問題と向き合う人文科学の
存在意義と真価が問われるのではないでしょうか。

　名越氏、川上氏の熱のこもったトークで、大いに

　10月29日、相愛学園本町学舎の講堂

でシンポジウム「不安な時代を生きる技

法」が開催されました。

　パネリストは、精神科医の香山リカ氏、本学
客員教授で浄土宗大蓮寺住職・應典院代表
の秋田光彦氏、本学教授の釈徹宗氏。コー
ディネーターは、毎日放送アナウンサーの西靖
氏です。1時間30分にわたって活発な意見交
換が行われました。

　このシンポジウムは、相愛大学人文学部が
「人文科学の挑戦」と題して、昨年度から開催
しているシリーズの第4弾です。3月11日の東
日本大震災から7カ月が過ぎ、住宅環境などの
復興が進む一方で、なかなか収束の目途がた
たない原発問題をはじめ、今後の生活スタイル
に明確な方向性を見出せないまま、漠然とした
不安のなかにある私たちではないでしょうか。

不安のメカニズム、現代特有の悩みなどにつ
いて、さまざまな場面で活躍するパネリストに語
り合っていただきました。

　香山氏は、テレビ、新聞、雑誌などで幅広く
活躍し、テレビゲームなどのサブカルチャーにも
関心をもっておられます。臨床経験を活かして、

現代人の心の病に真正面から向き合っておら
れます。秋田氏は、日本でいちばん若者が集ま

るお寺として有名な、大阪市・下寺町の應典院
の代表です。劇場型寺院應典院を拠点として、

市民活動や若者の芸術活動を支援していま
す。釈氏は、一連の相愛大学人文学部シンポ
ジウムを企画運営し、「漠然とした不安」「目に
見えない恐怖」と「心の安定」などをテーマに、

今回のパネリストに意見を求められました。西
氏は、情報番組「ちちんぷいぷい」の総合司会

人文 挑
戦科学の

人 文 学 部
シンポジウム

シ リ ー ズ

第3弾

「不安な時代」
どう生きる

議論が盛り上がりました。きっとお越しいただいた多
くの皆さんも、ちょっとした言葉一つからでも「生き抜
く力」や「考えるヒント」を受け取ってくださったのでは
ないでしょうか。このシンポジウムを通じ、私たちは単
にさまざまな苦難の中にある人 に々寄り添うだけでな
く、逆にそうした人 と々の出会いによって大切なこと
を教えられるご縁になるのだ、ということへの目覚め
になってほしいと念じてやみません。

　トークセッションの後半では、客席に来られていた
平松邦夫大阪市長が壇上に招かれ、ユーモアたっ
ぷりに名越氏に語りかけるというサプライズもありまし
た。もちろん会場が大きな笑いの渦に包まれたこと
は、いうまでもありません。

　釈氏は当時をふりかえり、「今回のシンポジウムは、

人文学部の学生によって運営されました。本当によ
く頑張ってくれたと、うれしい限りです。シンポジウム
の最後に、学生スタッフの皆さんを壇上で紹介させ
ていただきましたが、出演者や来場者の方々から惜
しみない拍手が送られましたことは、学生たちの大
きなはげみとなることでしょう」とコメントされました。

なる事例をご紹介くださいました。

　儀礼や作法といった長年積み上げられてき
た形式には、心の安定に何らかの影響を与え
る役割があるのではないか、との提言がありま
した。さらに、心の悩みのメカニズム解明に向
けて検討を進めると、不安とは必ずしも捨て去
るべきものとはいえないのではないか、不安に
よって開かれてくる新しい扉があるのではない
か、と議論は展開しました。

　西氏は、マラソンが人生に例えられることか
ら、大阪マラソンに対する不安も、捨て去るの
ではなく、不安があること自体を大切な人生の

精神科医

香山リカ
浄土宗大蓮寺住職

秋田光彦
毎日放送アナウンサー

西　靖

精神科医

名越康文
牧師

川上 盾
人文学部長

山本幸男
人文学部教授

釈 徹宗

人文学部教授

釈 徹宗

行われる大阪マラソンに参加する西氏は、走り
切ることができるかどうか不安を抱えていると、
議論の口火を切られました。西氏の軽快で安
心感のある雰囲気のおかげで、各パネリストか
ら、飾り気なく積極的な発言が行われました。

　現代社会の構造は、不安が増幅しやすい
状況にあります。便利な生活を追い求め、上昇
志向であった社会が行き詰まりを見せ、視点の
転換をせまられています。しかし、「昔はよかっ
た」という懐古の議論ではなく、現状をいかに
生き抜くかを考えなければなりません。各氏は
それぞれの体験から、新しい視点へのヒントと

第4弾

「
生
き
抜
く
た
め
の

　
人
間
学
」追
究

一コマと受け止めて明日を迎える気持ちになれ
たことを告げて、結びとされました。

　シンポジウムの最後に、一生懸命、準備・運
営に励んでくれた、本学人文学部の学生が壇
上に上がりました。緊張のなかにも、いろいろな
経験を重ねて、着実に歩みを進めている姿を
見せてくれました。

　楽しい雰囲気のなかに、さまざまな視座が提
示され、有意義なシンポジウムとなりました。社
会、生活、環境、そして心。これらを考えるとき、
2011年は大きな転換点となる年になるかもし
れません。

として活躍中で、テレビ・
ラジオなどのメディアに携
わっている経験を踏まえ
て、シンポジウムを進行し
てくださいました。

　シンポジウムの翌日に

8 9

▶人文学部

司会成し遂げ
感謝

人間心理学科
　4回生　　

石井みお

　司会や出演
者アテンドと

してシンポジ
ウム

の学生スタッ
フに参加させ

ていただき、
新しい

ことが苦手だ
った私ですが

、成し遂げら
れた喜びを学

び、

新しいことに
チャレンジし

て経験を積ん
でいきたいと

思え

るようになり
ました。失敗

や至らないと
ころもありま

したが、

先生方、会場
の皆さまの温

かな拍手やお
言葉に支えら

れ、

務めることが
できました。こ

れを支えに、
これから社会

の一

員として貢献
していきたい

と強く感じて
います。また

、著名

な先生方の講
演を拝聴し、

生きていく中
での難問のヒ

ント

や知恵を教わ
り、貴重な経

験となりまし
た。今は感謝

の思

いでいっぱい
です。ありが

とうございま
した。

有意義な学生
生活の糧に

日本文化学科
　3回生　　

三宅 晃
ひかる

　今回私は人
文学部の学部

紹介でシンポ
ジウムの

お手伝いをさ
せていただき

ました。

　人文学部の
紹介はパワー

ポイントで、学
内の様子を写

真

で表示しなが
ら口頭で説明

するという形
式で行いまし

た。

　当日の発表
は比較的落ち

着いてできた
のですが、最

初

に依頼された
のは8月なのに、

部活動や委員
会が忙しく、

準備に取りか
かったのは間

際で、思うよ
うにパワーポ

イン

トが作れず、
少し残念です

。写真を収集
しながら日々

を振

り返るきっか
けにもなり、

今後、有意義
な学生生活を

送る

糧にしたいと
思います。数

百名の聴衆を
前に話をする

とい

う、日常では
体験できない

機会を与えて
くださり、拙

い発

表を聞いてく
ださった方々

に感謝申し上
げます。 裏方としてシンポジウムの運営を支えた学生スタッフにも惜しみない拍手が

●次号お知らせ☞ 相愛大学 集中講義
  「原発と仏教」
2011年9月8日（木）、9日（金）、10日（土）に行われた宗教学者、
中沢新一氏による初の仏教講座について特集する予定です。



▶人間発達学部

おもしろスキルアップ講座開催
　子ども発達学科では、学生の就業力育成支援プログラムを継続して展
開しており、昨年度の主な取り組みについてはファミリア19号（前号）でご
紹介しました。20号では本年度さらにパワーアップさせた取り組みの現状
についてお知らせします。

　昨年度までの取り組みをベースに、本年度は学科の取り組みテーマを
「入口から出口まで面倒見の良い教育体制の構築をめざして」とし、学内
における「教育改革推進費」に採択されました。専門職育成のためのスキ
ルアップ講座（おもしろスキルアップ講座）を在学生はもちろん、保育・教
育現場で働く卒業生や地域の保育者も対象にリカレント教育も兼ねて開
催しました。現職の卒業生や地域の保育者が11名参加し、在学生と一
緒に楽しく活動しました。

採用試験対策講座も充実
　さらに、保育・教育現場への採用試験対策講座も充実させまし
た。学生支援センターが実施しているプログラムに加え、子ども発
達学科独自で小学校および幼稚園・保育所に特化させたプログ
ラムを開設し、進路を絞り込んだ4回生が採用試験直前の学習に
取り組みました。また、3回生に対しても来年度の保育・教育現場
の採用試験に向け入門編講座を開設し、現在進行中です。小学
校教員採用試験合格者に後輩へのアドバイスをいただきましたの
で紹介します。

第9回愛情お弁当コンテストで
特別賞受賞!!

　イズミヤ（株）と大阪府の主催、食品企業
18社協賛による第9回お弁当コンテストが
6月に行われ、全国より340作品の応募が
ありました。8月2日の「おおさか食育フェス
タ」会場にて府民投票と表彰式があり、発達
栄養学科1回生、松永昌子さんの「体の中
からきれいになろう弁当」が上位10作品に
選ばれ、特別賞を受賞しました。

　「メタボダイエット教室」は、大阪府立健康科学センターのプロ
グラム監修のもと、運動・食事・心理など多方面からプログラム
を組み、受講者の皆さまのダイエットのサポートを目指し、2006

年より開講しています。この講座では、発達栄養学科「卒業研
究」の学生が受講生の皆さまの食事調査を担当し、栄養サポー
トを実学的に学ぶ場にもさせていただいております。受講者の
皆さまの温かい励ましのもと、学生たちは栄養学の専門性と実
践力を身につけることができます。

好評!!

　まだまだ本年度のプログラムは進行中です。テーマの通り、学
生たちが社会に出て役に立つ社会人として活躍できるよう、最
後まで支援して参ります。

子ども発達学科
人 間 発 達 学 部

人間発達学部公開講座
　　 「メタボダイエット教室」

　食育月間の「食育の日」6月19日、若者の活気あふれる大阪市
のアメリカ村（通称三角公園）において「マジ（本気）な気持ちで
ごはん（食）について考えてみよう」をテーマとしたイベントを開催。

相愛大学と大阪府立大学の管理栄養士を目指す学生が多数参
加し、公園に集まる若者に「マジごはん計画」を推進しました。

　お天気にも恵まれ、10月9日御堂筋kappoが開催さ
れました。今回初めての参加で、「キッズなんでも体験スト
リート」の体験コーナーに「めざせ!きみも食べものはかせ」

として、朝食・野菜・おやつをテーマに出展しました。

次 に々やって来る子どもたちで相愛ブースは大にぎわい。

「小さなたべもの博士」がたくさん誕生しました。

豊中市教育委員会と連携
「給食を残さずに食べよう!」で
　授業を実践
　5月に発達栄養学科4回生が、豊中市の小学校の1、2年生
を対象に、「給食を残さずに食べよう!」というテーマで、食に関
する指導を行いました。学生たちは「子どもたちが反応してくれ
て、とてもうれしい」「予想以上に子どもたちがわかってくれた」と
喜びの声をあげ、無事授業を終えることができました。

大阪秋の大イベント
御堂筋kappo2011に出展

柳田あかねさん （4回生）

　合格までの日々を振り返ると、そこには一緒に教員を
志した仲間や、落ち込んだりつまずいたりしたときに励
ましてくれた友人、試験対策の講座や面接練習、模擬授
業、実技練習など、たくさんのことを教えてくださった大
学の先生方、ずっと応援してくれた家族など、多くの人
たちの支えがありました。教員採用試験は、自分ひとり
の力で乗り越えられない壁であると思います。支えてく
れる人をたくさん作ってください。そして、自分自身も多
くの人を支えてあげられる人になってください。

木村友哉さん （2011年3月卒業）

　私は今年の4月から臨時教員として勤務し、3年
生の担任をしています。学年の仕事や事務仕事、教
材研究などに追われる日々で、なかなか試験対策
のために時間をかけられませんでした。そんな私が
今年、教員採用試験に合格できたのは、学生時代か
らの積み重ねがあったからだと思います。合格のた
めには、学生時代にどれだけ勉強しているかが大き
く影響します。みなさんも在学中にしっかり勉強し
て、現場に立てるよう頑張ってください。

入口から出口まで─
面倒見の良い
教育体制の構築をめざして

「食育のできる管理栄養士」をめざして!!
学生たちは地域で大活躍!

近畿農政局大阪地域センターと連携
「マジごはん計画」inアメリカ村
～あなたをキレイにする大阪産の野菜たち～

）

教員採用試
験合格者か

ら

後輩へのア
ドバイス たくさんの子どもたちが

来てくれました!!
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　相愛高校3年生による秋の校外学習「着物
で歩く御堂筋」が、11月2日に開催されました。

当日は残暑を感じさせる秋晴れとなりました。参
加した113名の生徒達は、汗ばみながらも、
着物に身を包む喜びに胸を躍らせている様子
でした。　
　京都和装産業振興財団に準備していただ
いた色とりどりの町着「小紋」を、講師の指導
のもと着付け、北御堂（本願寺津村別院）で
恒例の記念撮影をしました。そして、少しだ
け大人へ背伸びした姿を見せながら、グルー
プごとに色づいた銀杏並木の御堂筋を散策
しました。今どきの高校生が優雅に歩く様子
に、行き交うビジネスマンやOLたちは驚いて
いましたが、御堂筋全体が和やかな雰囲気
に包まれていました。

　今年で12回目となるこの行事は、日本の伝
統文化や学校周辺の史跡、商人の街「船場」

を肌で感じてもらう校外学習として始まりました。

今や本町界隈の秋の風物詩として注目される
ようになりました。そして、御堂筋周辺の大手企
業で組織されている「御堂筋まちづくりネットワー
ク」の協力を得て、希望者を対象にした「御堂
筋沿道の企業訪問」も行われるようになりまし
た。　今年は16名の生徒達が4組にわかれ、

　7月29日から8月1日までの4日間、奈良
県桜井市の多武峰観光ホテルにおいて合
宿を実施しました。昨年度より1泊増えた学
習合宿では、英語、国語、数学の3教科で
授業50分×2、課題と自習で60分、理解
度チェックで30分を一つのサイクルとして行
いました。1教科3サイクルで学習内容の定
着と学力向上を目指しました。

　「マナトレ」とは、“学び直し
トレーニング”。今までの学
習内容で理解不十分な点
を自分のペースでやり直して

いくことで勉強の土台を固め直し、学力向上
につなげることを目的としています。

　教材は英語、国語、数学の3教科。それ

▶中学・高校

優雅に秋の街並み彩る
高3校外学習

理解度チェックで学力向上
高1・高2　特進コース学習合宿

急がば回れで自信取り戻そう
通年講座「マナトレ」がスタート

御
堂
筋

着
物
で
歩
く

（株）竹中工務店、大阪ガス（株）、京阪神ビル
ディング（株）、三井住友海上火災保険（株）の
4社を訪問しました。

　三井住友海上火災保険（株）を訪問したグ
ループは、同社関西総務部の長谷川憲一副
部長から、企業が求める新入社員、就職活動
の心構え、面接で企業が聞きたいこと、企業が
求める大学生活などの説明を受けました。大
学生活を目の前に控えた生徒達は、真剣な面
持ちで聞き入っていました。

　授業内容が理解できているかどうかを理
解度チェックを通して確認し、苦手な部分や
分からない部分があれば、自習時間に質問
したりして克服するよう努力しました。普段の
授業のスタイルとは異なり、環境も違う中で勉
強することは、いい刺激になったと思います。

　最後になりましたが、今回の合宿ではたく
さんの先生方やホテルの方にお世話になり、
保護者の方のご理解、ご協力のもと無事に
終えることができましたことに感謝いたします。

ぞれに基礎、標準、挑戦の三つのレベルが
あり、各レベルごとに内容を細分化したプリン
ト40枚で構成されています。生徒たちは、

朝の礼拝前、昼休み、終礼後、場合によっ
ては自宅に教材を持ち帰って自分の弱点克
服に取り組んでいます。問題を解いた後に自
己採点し、解説を見ても分からないことがあ
れば、教員に質問して理解を深めています。

早い生徒は全ての教材を終わらせ、学力の
定着度合いを確認する認定テストを受験す

る段階です。

　現在、高校2年生から中学2年生までの
希望者51名（高2＝12名、高1＝19名、

中3＝10名、中2＝10名）が受講しており、
申し込みは随時受け付けています。

　勉強で失った自信は、勉強でしか取り戻
すことはできません。急がば回れの精神で、

今までの“学び直し”に取り組み、3月には「自
信に満ちた私」がいてほしいと願っています。

定テストを受験す

　8月30日、関西空港に集合し北海道へ
の修学旅行が始まりました。予報では2日
目から傘のマークばかりでしたが、大阪と
変わらない汗ばむ天候でした。1日目は、

白老アイヌポロトコタンで民族楽器の演奏
を鑑賞。踊りには数人の生徒も参加しまし
た。昭和新山、洞爺湖を車窓より見学しニ
セコへ。2日目はニセコでオルゴールBOX

や生キャラメル作りを体験し、清流、別尻
川でのラフティングで大はしゃぎしました。

3日目は小樽でたっぷり4時間の自主研修
を実施。両手に大きなお土産の袋を持っ

　5月8日、関西国際空港を出発して
那覇空港に降り立ち、ひめゆり平和祈
念資料館へ。平和学習として、HR等で
あらかじめ沖縄戦について学んだもの
の、実物大の第三外科壕や病室のジオ
ラマ、遺品、遺影、ビデオ映像を見て皆
言葉少なに。平和祈念堂にて元ひめゆ

お土産と思い出両手に
高校修学旅行─北海道

平和への思い新たに
中学修学旅行─沖縄

た沢山の生徒たちの姿が見られました。

4日目は雨の中、富良野市のファーム富
田で花畑を見学した後、旭川市の旭山
動物園へ移動しました。幸運なことに見
学中は小雨でした。最終日は台風12

号接近の影響で、飛行機が欠航しない
か不安を感じながら出発しましたが、条
件便（行先の変更がありうる）に搭乗、

定刻に関西国際空港に到着しました。

台風の影響などご心配をおかけしたこ
とをお詫びし、無事に旅行を終えたこと
に感謝いたします。

り学徒隊の方にお話をしていただくとい
う貴重な経験をし、改めて、平和への
思いを強くしました。宿舎は3泊とも2～

4名1部屋のホテルです。部屋風呂の
使い方、公共マナーも学びました。

　2日目は美ら海水族館へ。世界最大
のアクリルパネルの水槽で再現された
沖縄の海を楽しみました。フルーツラン
ドでの昼食の後、空路で宮古島へ。台
風1号の影響による激しい風雨に亜熱
帯気候を実体験。3日目はグループに分
かれ、平和学習のまとめと発表。その
後、バス2台で宮古島の自然、文化を
見学しました。貝の博物館見学と貝細

工作り、宮古総合博物館、地下ダム、マ
ングローブ林散策などです。4日目は那
覇に戻って世界遺産の首里城を見学
し、帰阪しました。

　悪天候でマリンスポーツが中止になっ
たのは残念でしたが、全員が無事に日
程を終え、成長してくれたことをうれしく
思います。

行修学旅だより修修修学学 だよりだ
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公開授業の一環

　この寄席には、一般の方も聴講できる人
文学部後期講義科目「日本文化特殊講義2

～落語文化への誘い～」を履修している学
生や一般受講者約100人が正課の授業と
して“出席”。

　授業を担当しているのは、人文学部の釈
徹宗教授や桂春之輔客員教授などです。

釈教授の芸能に関する講義のほか、教壇に
高座をしつらえて落語を聞くこともあります。

釈教授が冒頭のあいさつで受講者に即席
でインタビューし、「出会いが広がる」「毎回
笑わせてもらっている」と授業の満足度が高
いことを紹介しました。

多彩な演目次々に

　トップバッターは桂壱之輔氏で、目を患っ
た男が医者を訪ねてハチャメチャな治療を
受ける「犬の目」。次に桂春團治氏が、底抜
けにスカタンな男の履歴書を何とかまとめよう
とする「代書屋」を演じました。そして、桂春
雨氏は女の子にモテるために芸を身につけ
ようとして「稽古屋」に駆け込む男の様子を
踊りや歌を交えて演じました。トリは桂春之
輔氏の「死ぬなら今」で、おもしろくないから
と前置きしながら最後に絶妙のタイミングで
オチを披露して観客の笑いを誘いました。

　11月17日午後6時半から、相愛学園本

町講堂で「相愛寄席・桂春團治一門による

『落語文化への誘い』」が開かれました。昨年

大好評だった「相愛寄席―春團治・春之輔

親子会―」に続く第2弾で、学生から中高年

の方まで、幅広い年齢層の約500人が寄席

を楽しみました。

「 

出
演
者
×
観
客
＝
寄
席
」で
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ラ
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基本がわかる落語教室

　中入り後、桂壱之輔氏の進行で落語教
室が行われました。

　登場人物が2人、3人、4人……となった
時に、どのように演じるのかを実践したり、扇
子や手ぬぐいを、筆や紙、さらにはようかん
や焼き芋にまで変身させました。

　また、芸人が高座へ上がる時に演奏され
る出囃子に使う三味線や大太鼓、締太鼓、

当り鉦、拍子木、ドラ、笛などの楽器を紹介
しました。出囃子は落語に集中してもらうた
め、観客には見えないところで演奏されます
が、特別に姿を見せ、それぞれの楽器の音
色を披露しました。

　また、開場を表す「一番太鼓」は「どーん、

どーん、どーんと来い」、開演2、3分前の
「二番太鼓」は「おたふく来い来い」という音
を表す拍子で叩いていると解説するなど、

落語のマメ知識を伝授していただきました。

桂壱之輔氏

桂春團治氏

桂春雨氏 釈徹宗教授（写真左）と桂春之輔客員教授

　1000年の歴史を持つ浪速の雅
楽の存在を認識していただいたこと
に大きな喜びを感じています。ま
た、この賞は私の背後にあって伝承
と演奏に精進してくれる天王寺楽
所雅亮会のメンバー全員がいただ

浪
速
の
雅
楽

認
め
ら
れ
う
れ
し
い

小
野 

功
龍 

名
誉
教
授

いたものと思っております。金児学
長と同じ文化功労の賞をいただけ
たことにご縁の不思議さを感じてお
ります。
　昭和37年（1962年）より、大学
音楽学部では授業に雅楽実習を取
り入れました。今では全学生対象の
開放科目となっています。現在、天
王寺楽所雅亮会で数名の相愛卒業
生がメンバーとして活躍していま
す。西洋音楽と雅楽は、音楽語法が
まったく異なります。指揮者の管理
を持たない雅楽のアンサンブルは、
個性ある楽器が同心円的に音響を
立ち上げる不思議さ、人間の生理
的衝動にも似た微妙で自由なリズ

●金児学長 インタビュー

―このたびの大阪市市民表彰受賞、おめで

とうございます。まず、ご感想をお聞かせくだ

さい。

金児　優れた研究者が大勢おられるなか、名
誉ある賞をいただき、大変光栄に思っていま
す。私は2004年から6年間、大阪市立大学
学長を務めました。この間、06年度からは公
立大学法人の理事長として、学長を兼務しま
したが、専門分野の宗教心理学での実績だけ
でなく、公立大学法人化の実現など大学改革
に力を注いだことも評価していただいたと仄聞
しています。また本学からは今回の私と小野先

　産業振興や学術、文化の向上などに尽くし
た人をたたえる「平成23年　第46回大阪市
市民表彰」の文化功労部門に金児曉嗣学長と
本学の元学長でもある小野功龍名誉教授が選
ばれ、11月8日に大阪市公館（大阪市都島区）
で表彰式が行われました。本学からは「平成21

年　第44回大阪市市民表彰」でも小栗まち絵
教授が受賞されています。金児学長に今回の
受賞について語っていただき、小野先生に喜
びの声を寄せていただきました。

生、2年前の小栗先生と受賞が続いており、本
学のレベルの高さを示すことができました。

―高く評価された大阪市大での大学改革は

どのようなものだったのですか。

金児　大阪市大の学長就任時、法人化に反
対意見や慎重意見が多く、公立大学法人化
実現の見通しは立っていませんでした。法人
化すれば「重点研究への傾斜配分」など柔軟
な予算編成や大学独自の人事が可能になり、
大学の特色を出すことができます。世界の大
学と競争している理系学部は「早く実現を」とい
う声が多かった半面、文系学部には「学部自
治が失われる」との反対意見が渦巻いていま
した。そこで法人化のメリット・デメリットを一覧
表にし、「デメリットをどう克服していくか」を評
議会で丁寧に説明し理解していただきました。

法人移行後は、中期計画を各年度に落とし込
み、きちんと実現していくことで、法人体制を定
着させました。

―大阪市大での経験を本学でどう生かしてお

られるのでしょうか。

金児　大学経営という面では国公立も私立も
同質です。ただ私立は「建学の精神をどう具
現化していくか」が大学改革のポイントになりま
す。少子化の中で大学間競争を勝ち抜くため、

本学でも改革に取り組んできました。大学には
教育・研究・地域貢献の三つの役割がありま
すが、私は「大学改革イコール教育改革」と考
えています。そこで先生方には「まず教育に力
を入れてほしい」とお願いしています。また着任
時、本学には国公立大の中期計画、将来構想
にあたるものがありませんでした。そこで昨年
6月、将来構想策定委員会を発足させ、今年
3月の大学評議会で構想の承認を得ました。

―研究者の立場からの受賞のご感想も。

金児　宗教心理学の領域は研究者が少ない
ので、今回の受賞が若い研究者の励みになれ
ばうれしいです。宗教心理学のテキストは60

年前のものしかなかったのですが、今年11月
に私が監修して『宗教心理学概論』を出しまし
た。現在は大学経営にかかわり、十分な研究
時間を取ることができませんが、宗教心理学の
進展を願ってやみません。

ムやテンポに特徴があります。雅楽
習得を目指す人々にとって、既知の
音楽にはない新鮮さが感じられる
のかもしれません。
　雅楽の世界では、若い後継者が
次 と々育ってくれているので、今の
ところ安心しています。伝統の形を
真似る、すなわちコピーを作ること
は現代において至極簡単なことで
す。しかしその伝統を伝えてきた歴
史的背景や、伝えてきた人 の々心ま
でコピーすることは不可能です。そ
のことが忘れられた伝統文化は存
在し得ません。その点の理解を促す
ものの力こそが教育というもので
しょう。

「
若
い
研
究
者
の
励
み
に
」

●過去の受賞者
本学からは小栗まち絵教授が
「平成21年 第44回大阪市市
民表彰」を受賞されています。

第46回大阪市市民表彰
文 化 功 労 部 門

金児学長、
小野名誉教授に表彰
2009年には小栗教授も

相愛から受賞者続 !々

金児曉嗣 学長

●喜びの声
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コ ン ク ー ル 入 賞 者
【大学音楽学部】

● 第5回全日本芸術コンクール 関西本選
第1位 比奈本 茜 （大2 Vn）
第2位 幸野 久司 （大3 Vc）
第3位 柏山 七海 （大2 Vn）
第3位 相浦 薫 （大2 Vc）

● 第12回大阪国際音楽コンクール
弦楽器部門Age-U アブニール賞

宇田 奈津美 （大1 G）
アンサンブル部門 エスポアール賞

白石 尚美 （大3 A.Sax）
辻本 純佳 （大2 S.Sax）
松葉 彩 （大1 T.Sax）
板倉 峻 （大1 B.Sax）

弦楽器部門Age-U 入選
比奈本 茜 （大2 Vn）
稲岡 里美 （大2 Vn）
髙原 里紗 （大1 Vn）

デュオ部門 入選 山下 悠介 （大3 Vn）
● 第5回神戸新人音楽賞コンクール
優秀賞 比奈本 茜 （大2 Vn）

中塚 菜月 （大1 Vn）
● 第26回摂津音楽祭リトルカメリアコンクール
銅賞 坂 茉莉江 （大4 Vn）

【音楽教室】
● 第23回子供のためのヴァイオリンコンクール
第3部門A 銀賞 大原 優奈（小3）

● 第35回ピティナ・ピアノコンペティション
B級地区本選 優秀賞 生駒 玲佳（小4）

奨励賞 窪田 隼人（小3）
入選 岩﨑 麻衣（小4）

C級地区本選 優秀賞 鈴木 麻央（小5）
D級地区本選 優秀賞 佐藤 希捺（小6）

● 第13回関西弦楽コンクール
優秀賞・審査員特別賞 内尾 文香（中3）
優秀賞・審査員賞 徳田 佑馬（小5）、芝内 もゆる（中2）
優秀賞 富永 彩花（小5）、廣田 真理衣（中2）、

長谷部 りさ（高1）
優良賞 杉森 慧（小2）、窪田 隼人、桑原 七音（小3）、

生駒 玲佳（小4）、三差 桃音（小5）
● 第5回全日本芸術コンクール
関西本選ヴァイオリンA部門 第1位 水江 遼 （小2）
関西本選ヴァイオリンE部門 第3位 月嶹 アミ（中3）

● 第5回横浜国際音楽コンクール
ピアノ部門〈小学低学年の部〉 第3位 中村 直路（小2）

● 第16回KOBE国際音楽コンクール
〈中高生の部〉弦楽器部門 奨励賞 勝森 菜 （々中2）
● 岐阜国際音楽祭
弦楽器部門〈中学生の部〉 第1位 宮下 絢子（中3）

● 第17回熊楠の里音楽コンクール　
ヴァイオリン部門Dクラス 第1位 足立 桃子（中2）

● 高槻音楽コンクール
中学生部門 優秀賞 足立 桃子（中2）

● 第21回グレンツェンピアノコンクール
刈谷地区予選小学3・4年Bコース 金賞 生駒 玲佳（小4）

● 第21回日本クラシック音楽コンクール
ヴァイオリン部門地区本選 優秀賞 木村 広（小3）

● 第12回大阪国際音楽コンクール
弦楽器部門 Age-J 第2位 内尾 文香（中3）

入選 廣田 真理衣（中2）
インファントコース地区本選 金賞 桑原 七音（小3）

● 第1回スタインウェイコンクール
地区審査会カテゴリーD 奨励賞 脇田 千鶴（中3）

● 毎日こどもピアノコンクール
中学生部門 最優秀賞 矢田 桃果（中2）

● 第65回全日本学生音楽コンクール大阪大会
 バイオリン部門 〈小学校の部〉 入選 岩谷 弦（小5）

入選 富永 彩花（小5）
 バイオリン部門 〈中学校の部〉 第1位 内尾 文香（中3）

入選 芝内 もゆる（中2）

【高校 音楽科】
● クロスターシェーンタール国際ヴァイオリンコンクール（ドイツ）　
第1位及びバッハ賞 中村 友希乃 （1年）

● 第18回ヨハネス・ブラームス国際コンクール（オーストリア）
ヴァイオリン部門
セミファイナリスト（最年少） 登坂 理利子 （1年 Vn）

● 第65回全日本学生音楽コンクール全国大会　
ヴァイオリン部門　高校の部
第2位・横浜市民賞 西川 鞠子 （2年）

● 第16回高槻音楽コンクール高校生部門
最優秀賞・高槻市教育委員会賞 津田 七愛 （2年 Vn）

● 第14回“長江杯”国際音楽コンクール
ヴァイオリン部門 高校の部　第1位 比奈本 香 （3年） 

● 第30回記念アゼリア推薦新人演奏会
最優秀賞 登坂 理利子 （1年 Vn）

● 第13回関西弦楽コンクール
優秀賞 比奈本 香 （3年 Vn）
審査員賞 西川 鞠子 （2年 Vn）

● 第11回ノーヴイ国際音楽コンクール　ピアノ高校生部門
銀賞 鹿島 久美子 （2年）

● 第12回大阪国際音楽コンクール
Age-H木管楽器部門　第3位 小栗 佑奈 （3年 Sax）
ファイナル出場 森 智香 （2年 Fl）

竹西 朋子 （1年Vn）
● 第13回日本演奏家コンクール　本選
特別賞 芝内 あかね （1年 Vc）

● 全日本ジュニアクラシック音楽コンクール
審査員特別賞 井口 華奈 （1年 Vn）

● 日本クラシック音楽コンクール　地区本選会
優秀賞　（全国大会出場） 比奈本 香 （3年 Vn）

鹿島 久美子 （2年 Pf）
森 智香 （2年 Fl）
佐々木 英里奈（1年 Pf）

● ジュニアエレクトーンフェスティバル（JEF）2011　
和歌山地区大会
金賞　大阪ファイナル出場 佐々木 毬奈 （2年）

● ヤマハエレクトーンコンクール（YEC）2011　B部門
奨励賞 （ インターナショナル大会準決勝

への候補に選出） 佐々木 毬奈 （2年）

● YAMAHA ELECTONE STAGE 三木楽器予選大会
努力賞 園田 穂月 （2年 Pf）

● ELECTONE FESTIVAL 2011 洛西フェスティバル
奨励賞 堤 晴香

● 第2回日本バッハコンクール
全国本選大会出場 佐々木 英里奈（1年 Pf）

【中学校 音楽進学コース】
● 第65回全日本学生音楽コンクール大阪大会本選出場
ヴァイオリン部門　中学校の部 芝内 もゆる （2年）

● 第14回“長江杯”国際音楽コンクール
ピアノ部門   中学校の部 第2位 原田 友梨佳 （1年）

● 第2回ヨーロッパ国際ピアノコンクール in Japan
大阪地区本選 自由曲コース
　　　　　  中学生部門優秀賞 細田 知佳 （3年）

23年度 コンサート報告
【高校 音楽科】
● 第14回“長江杯”国際音楽コンクール入賞者披露演奏会
  12／4 ライティホール
   比奈本 香（3年 Vn）

● マグノリア　サロンコンサート
  5／15 逸翁美術館
 世界に羽ばたく若き音楽家たち
  10／10 京都府立府民ホール
　 Vicenza国際フェスティバル（イタリア）
  7／23 テアトロ・オリンピコ
   西川 鞠子（2年 Vn）

● モーツァルテウム・インターナショナル
 サマーアカデミー　コンサート（オーストリア）
 アゼリア推薦新人演奏会
  5／2 池田市民文化会館
 ジョイントリサイタル（摂津市主催）
  10／29 摂津市コミュニティプラザコンベンションホール
   登坂 理利子（1年 Vn）

● 第11回ノーヴイ国際音楽コンクール・受賞者披露演奏会
  9／23 砂川四郎記念ホール 鹿島 久美子（2年 Pf）

【中学校】
● 第14回“長江杯”国際音楽コンクール入賞者披露演奏会
  12／4 ライティホール　  原田 友梨佳（1年 Pf）
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　相愛学園からは高校生31名が1泊2日で両
日に参加。1日目の合同文化祭では各加盟校の
高校生、教職員ら1000名が集まり、ダンスや和
太鼓、コーラスなど華麗なステージが披露され、

その質の高さに皆熱心に見入っていました。また
相愛大学のオーケストラが大学生として唯一参
加。「交響讃歌・親鸞」を演奏し、その圧倒的な
音響に会場も魅了されていたようです。広島音
楽高校による創作ミュージカル「しんらんさま」は
出演から演出まで全て生徒の手によって行われ
ました。完成度の高さに終了後は会場から盛大
な拍手がわき起こり、相愛の生徒達も感動した様
子で感想を述べ合っていました。

　7日は本山で青少年国際研修団参加者なども加わり
3500名が一堂に会して法要を営むという貴重な経験
をしました。相愛高校の生徒を含む各加盟校の代表生
徒150人による讃歌衆が結成され、美しい歌声でおつ
とめを先導してくれました。法要の後はご門主さまが東日
本大震災に触れられながら、つらい現実を理屈としては
理解できても簡単には受け入れられないという人間の本
質などについてお話をされました。

　2日間を通して、同じ建学の精神の下に学ぶ生徒達と
の交流や法要を体験し、相愛に学ぶ私たちにとっても親
鸞聖人のみ教えや、今回のスローガンである「世のなか
安穏なれ」という言葉について改めて考えるよい機会と
なりました。

　親鸞聖人750回大遠忌法要の青年を対

象とした法要行事が、8月6、7日に行われま

した。6日は龍谷総合学園加盟の高校を中心

とした「合同文化祭」と「2011全国真宗青年

の集い」が京都の平安高等学校、本山でそ

れぞれ行われ、7日には御影堂にて参加者

全員で大遠忌法要に参拝しました。
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平成22年度事業報告

事業の概要
平成22年度の事業報告を以下の通りとりまとめた。
Ⅰ．平成22年度の特別予算措置は以下の通りである。
　重点事項予算
 ①学園広報に関する特別予算
 ②大学個別・共同研究に関する特別予算
 ③高等学校・中学校の特色化に関する特別予算
 ④アソカ幼稚園提携関係に関する特別予算
 ⑤相愛大学オーケストラ中国特別公演特別予算
 ⑥中国国際交流記念広告特別予算
 ⑦学生募集強化プロジェクト特別予算
 ⑧大学新学科申請準備特別予算
 　─平成23年度スタート広報・申請・設置経費─

Ⅱ．教育計画報告
　1.大学 

 （1）音楽学部
 　音楽学部では平成22年度の事業として、学内、学外にお

ける各種のコンサートや、オーディションの開催、外部招
聘による公開レッスンならびに公開講座、国際交流として
のヨーロッパ研修、夏期・冬期受験講習会、さらには学生
確保のため平成23年度開設予定の新学科「音楽マネジメン
ト学科」を含めた音楽学部独自の入試広報活動、そして地
域貢献活動などを行った。

 ①コンサート関連
　　　　学内コンサートとして、各専攻生による「学内演奏会」、

各種の「アンサンブル演奏会」、 「ウィンドオーケストラ・
ポップスコンサート」、作曲専攻生による「作曲作品発表
会」、声楽専攻生の「オペラ試演会」、「卒業演奏会一第1

日」、「教員によるSOAIConcert」等の数々のコンサートが
本学南港ホールにおいて行われた。学外でのコンサートで
は「第32回相愛ウィンドオーケストラ定期演奏会」、「第
54回、55回相愛オーケストラ定期演奏会」、「相愛オーケ
ストラ和歌山公演」、「専攻科修了演奏会」、「卒業演奏会－
第2日」等数多くのコンサートが予定通り開催されたが、
いずれも成功裏に終えることが出来た。

 ②公開レッスン、公開講座
　　　　外部招聘による公開レッスンならびに公開講座に関して

は、「シルデ客員教授（ピアノ）による公開講座」、「マンガ
客員教授（声楽）による公開レッスン」、さらには恒例の「公
開講座ヴィオラ・スペース2010」等が開催されたが、学
部学生に対する教育効果を充分に示すものであった。

 ③国際交流事業
　　　　国際交流事業としての学生のヨーロッパ研修は例年通り、

国際交流提携校であるポーランド・ワルシャワのショパン
音楽大学、そして、イタリアのノヴァラ音楽院での夏期講
習会が実施された。今後も国際交流事業の発展と充実を図
りたい。

 ④音楽学部入試広報事業
　　　　平成23年度より既設の「音楽学科」に加え新学科「音楽

マネジメント学科」が開設され2学科体制となるが、新学
科のみならず「音楽学科」と共に定員の確保を目指して音
楽学部独自の入試広報活動を試みた。音楽学部同窓会「沙
羅の木会」との共催で「音楽学部入試説明会－沙羅の木会
拠点説明会－」を近畿圏の各支部4ヶ所で開催したが、沙
羅の木会会員の多大な協力を得て相応の成果を収めること
が出来た。今後も「沙羅の木会」との交流・連携を深めた
いと思う。また、「音楽マネジメント学科」の入試広報活
動は吉本興業協賛の「ソーアイ・カンタービレ」開催を主
軸とした種々の広報を行った。今後はよりきめの細かい広
報活動を展開し、学生確保に向けての成果を挙げなければ
ならない。

 ⑤地域貢献事業
　　　　昨年度の大阪府立急性期・総合医療センターとの相互連

携に関する協定に基づき、音楽学部は「急性期・総合医療
センター」が行う患者向け音楽コンサートへ学部学生ある
いは卒業生の派遣を実施している。地域社会の形成・発展
に貢献する活動への参加は極めて意義深いことであり、今
後の継続的な進展が期待できる。 

 （2）人文学部
　　　　人文学部では人間心理学科、社会デザイン学科の募集を

停止し、既存の日本文化学科に新設の仏教文化学科と文化
交流学科を加えた3学科体制で、「文化」を基軸に据えた教
育を推進すべく、学生募集活動を展開した。仏教文化学科
では、仏教の精神を基盤とした知見によって現代社会へ新
たな提言ができる人材、成熟した人間力を持つ人材を育成
することを目的に、文化交流学科では、「交流」と「共生」

を基本概念に据え、グローバル化社会であると同時に多文
化共生社会に向かう現代社会に貢献できる人材の育成を目
的に、それぞれ設置された。いずれも、これからの社会に
不可欠な学びを提供する学科である。また、日本文化学科
では歴史文化コース、日本語・日本文学コースに加えて、
大阪文化、サブカルチャーの2コースを増設し、よりヴィ
ヴィッドに日本文化が理解できる仕組みに整えた。しかし、
昨今の社会状況は実学志向が顕著であり、受験生も資格に
直結する学部・学科を選択する傾向が強い。そのため、本
学では、両学科の特色と教育目的を広く社会に伝えるため、
さまざまなメディアを活用するとともに、著名な人文系の
講師を招いて「人文科学の挑戦」と題するシンポジウムを
2度開催（9月25日、3月5日）し、教育現場への広報にも
努めた。具体的な取り組みが6月以降となったため、とり
わけ新2学科の教育目的を社会や教育現場に充分認知して
もらえるには至らなかったが、いわば社会のニーズを先取
りした人文学部の新たな体制は着実に歩みを進めた。 

　　　　2008年度から開始した留学生の受入れ事業は、今年度
も順調に推移した。領土問題に端を発した日中関係の冷却
化、東日本大震災及び原発事故などにより、留学生の受入
れ環境は大きく動揺したが、関係者の尽力によりほぼ昨年
度並みの新入留学生を確保できたことは大きな成果であっ
た。本学にあって、教育のグローバル化を推進する立場に
ある人文学部は、留学生派遣の実現という次なる課題に積
極的に取り組んでいく。 

 （3）人間発達学部
　　　　人間発達学部の教育研究上の目的は、「多様な社会的支援

能力をもつ人材育成」であり、この使命を果たすため、平
成22年度も専門的知識に基づく対人支援能力を学生に育成
することをめざした教育内容・方法の研究開発や実践を推
進した。

　　　　両学科とも、学生のキャリア形成支援を強化するため、
平成23年度よりカリキュラム改定の準備を行った。両学科
で養成する資格・免許取得に直結する専門教育科目や内容
の充実を図り、4年間の学びをより系統的に構成した。さ
らに、それぞれの学科の専門性や独自性を活かした取り組
みを展開した。両学科の取り組みは、学生の就業力アップ
を目的としているとともに、社会貢献につながるような活
動のプロデュースを心がけた。地域に開かれた大学づくり
と並行し、社会で活躍できる人材育成をめざした具体的な
取り組みについては、以下の通りである。

 ①子ども発達学科
　　　　学生の就業力育成をめざし、子どもの発達援助に必要な

力を実践的に養成するプログラムの企画及び運営を事業活
動の中心として、以下のような取り組みを行った。

　　　　　a、大学における子育て文化継承支援：子ども・保護者
の発達支援と同時に、学生の就業力支援も目的とした
「よつ葉のクローバー」プログラムを展開し、その中で
学生たちは遊びを中心として交流する活動やお母さん方
と子育てを話題に交流する活動を通して体験的学習を積
んだ。 

　　　　　b、専門職育成のためのスキルアップ支援（リカレント
教育と入学前教育も含）：保育・教育現場で求められる
スキルを、実践力および応用力の育成も含めてプロから
学ぶことを目的に「おもしろスキルアップ講座」等を開
催した。これは、現場で働く卒業生や地域の保育・教職
従事者も対象とし、リカレント教育の展開とタイアップ
させた。さらに、入学前からのスキルアップへの取り組
みとして、入学予定者を対象に「ピアノ入門一日講座」
も実施した。

　　　　　c、保育・教育現場への就業に直結した学習支援：保育
現場への「就職支援シンポジウム」の開催や「教育実習
（幼稚園）アドバイスブック」の発行など、先輩が自分自
身の学習や就業のための活動の振り返りによって得た成
果を後輩に伝える実践を通して、両者の学びをより深め
ていく取り組みを実施した。

 　　　　　d、学生の出前実践活動：社会貢献と保育・教育に関
する実践力、コミュニケーション力の育成をめざし、学
生が地域の保育施設を訪問して演奏活動や保育活動を実
践する活動を展開した。とりわけ「リンリンロック（ハ
ンドベル演奏隊）」の活動は学生部長賞を得て卒業式で
表彰された。 

 ②発達栄養学科
　　　　平成22年度も管理栄養士の養成を主たる目的とし、継続

して管理栄養士教育の高度化を図るとともに、管理栄養士
の国家試験受験対策に力を入れた。

　　　　　a、1、2回生に対しては、管理栄養士の資質を基礎づ
ける基本的知識・スキルの向上を目的として、基礎教育
の強化と充実を図るため、学生のレベルに応じた講義、

実験実習に努めた。3回生以上には、学外実習が始まる
ことから、学外実習が単に実習の場としてだけでなく、
就業力の向上の場にもなるように、臨地実習の事前指導
に尽力した。

　　　　　b、国家試験対策については様々な取り組みを実施し、
学生のモチベーションの向上と持続、合格率の向上に努
めた。具体的には、専任教員による少人数グループ別国
家試験対策講座、専門分野の解説、外部講師による集中
講義、国家試験対策室の整備、管理栄養士国家試験に合
格した本学の卒業生による受験対策相談、学内外の模擬
試験への参加、保護者に対する国家試験受験に対する理
解とサポートの依頼と面談、などであった。

　　　　　c、食・健康に対する好奇心や探究心、人とのコミュ
ニュケーション能力と実践力を育成し、就業力の向上を
図るため、平成22年度においても地域と外食・流通産
業、食品産業等と連携・協働して次のような事業を引き
続き実施し、学生を食育ボランティアとして積極的に参
加させた。具体的には、産学官（大阪府、カゴメ）の連
携・協働による「食育推進キャンペーン」「カゴメ子ども
クッキング」、大阪府急性期・総合医療センターとの連
携による「糖尿病予防セミナー」「糖尿病予防教室」、大
学・地域連携事業である「健康フェスタ」、「大阪ヘルス
ジャンボリー2010」「スーパーマーケット食育推進キャ
ンペーン」、「住之江区みんなの健康展」などであった。 

 （4）共通教育センター
　　　　平成22年度、共通教育センターは、以下のような計画に

基づいて活動してきた。
　　　①共通科目を中心として、教職課程、司書課程などの授業

の運営を行う。
　　　②それぞれの教員が部門別の担当にあたり、非常勤講師と

の連絡調整を継続的に行う。年度末に翌年度に向けての
懇談会を開催する。

　　　③情報交換や研修に努め、カリキュラムや授業の改善を図
る。

　　　④FD委員会と連携してFD研修会を実施する。 

　　　⑤教職課程履修カルテ電子化開発を行う。
　　　　②④⑤について、やや詳しく報告する。
　　　　②については、例年通り、3月の半ば、3月11日・12日

の両日、非常勤講師との懇談会を開催した。採り上げられ
た問題や改善点・改善方策について、周知を図っている。
また、共通教育を担当する非常勤講師にとって、授業等に
関する要望・質問を行うのが困難な場合があるので、その
ための用紙とメールボックスを教学課と共通教育センター
に設置した。

　　　　④については、2月16日、研修会を実施した。講師は、
京都光華女子大学副学長の山本嘉一郎氏、演題は「授業を
通して学生の社会人基礎力をどう育成するか」である。非
常勤講師を含め多数の参加者があった。

　　　　⑤の「教職課程履修カルテ」は、当初、電子化を計画し
ていたが、当面は紙ベースで行うこととした。本学の規模・
使い勝手・費用等を勘案しての計画修正である。

　　　　なお、当初の計画には含まれていなかったが、共通教育
センターでの検討を踏まえ、学内の大方の賛同を得て、新
規事業の準備に着手した。平成23年4月に開設された「学
修支援室」である。これは学生の基礎学力の底上げと就業
力の向上を図り、学生のスケジュールに合わせて個別指導
を行うものである。年度末までに、支出可能な新聞雑誌費
のほぼ全額で最も基礎的な参考書・問題集を購入し、図書
館の協力を得て図書館2階の1室を使用して開設する準備
を完了した。さらに共通教育センター所属教員の協力によっ
て、月曜日から金曜日、原則的に15時から18時まで、教
員を配置する体制を整えることができた。

　　　　ただし、規定など未整備のまま発足していること、書籍・
機器など、まったく不十分であること、共通教育センター
所属教員だけでは十分な支援体制が望めないこと等も事実
であり、平成23年度以降の課題である。 

 （5）研究
　　　　平成22年度は、相愛大学将来構想委員会研究部会（以下、

将来構想委員会）が設置され、委員長（学長）より示された
検討諸課題を中心に審議し、結果は全学執行部会議、全学
評議会、各学部教授会において了承された。また、その具
体化のために、10月には相愛大学研究推進本部（以下、研
究推進本部）が設置され、そのもとに相愛大学研究助成運
営委員会（以下、研究助成委員会）も設置された。全学の研
究推進に関する具体的活動の詳細は以下のとおりである。

　　　　①相愛大学倫理綱領、相愛大学研究者等行動規範、相愛
大学研究不正行為防止委員会規程、相愛大学「人を対象
とする研究」倫理規準、相愛大学「人を対象とする研究」
に関する倫理審査委員会規程、「人を対象とする研究」に

　12月5日に横浜市で行われた「第65回全日本学生
音楽コンクール」バイオリン部門　高校生の部で、大
阪大会代表の西川鞠子さんが各地区代表11名の中
で演奏し、第2位に選ばれ、同時に、「もっとも感動した
演奏」、「今後も応援したい演奏」として聴衆から選ば
れる「横浜市民賞」も受賞しました。
曲目は、 サン=サーンス（イザイ編）
 ワルツ・カプリース　作品52－6
 ピアノ伴奏は田口友子先生　
　昨年は松岡井菜さん（現3年）が1位、また、東京
芸術大学に進学した杉谷悠さん（2011年3月卒業）
が横浜市民賞を受けています。

『ケアリング研究への
　　　　いざない』

釈徹宗・吉原惠子・
広岡義之ほか　編著

　対人援助における、ケアする者と
ケアされる者の関係を理論と豊富な
現場の事例から読み解く研究書。

●256㌻。風間書房（2011年3月
31日発行）。

　定価2800円（税別）。

『私と親鸞聖人』
釈徹宗ほか　著

　今をどう生きるか。各界で活躍す
る著名人8人が、それぞれの立場や
生き方を通して、親鸞聖人への想い
を語る。

●124㌻。本願寺出版社（2011年
4月10日発行）。

　定価700円（税別）。

『法然親鸞一遍』
釈徹宗　著

　仏教のベクトルに大転換をもたらし
た日本浄土仏教は、いかにして生まれ
たのか。法然・親鸞・一遍がわかる究
極の1冊。

●189㌻。
潮社（2011年10月20日発行）。
　定価680円（税別）。

『自然を生きる』
釈徹宗・玄侑宗久 著 

　現代社会とアクチュアルに関わる僧
侶が、仏教・道教・儒教などの視点を
織り交ぜ、縦横無尽に語り尽くす。

●215㌻。東京書籍（2011年8月4日
発行）。

　定価1500円（税別）。

『池上彰の宗教がわかれば
　　　世界が見える』
池上彰 著・釈徹宗ほか 談

　人はなぜ宗教を求めるのか。日本
人は「無宗教」なのか。著者が7人の
賢者とともに読み解く。

●272㌻。文藝春秋（2011年7月
20日発行）。

　定価800円（税別）。

『覚悟の決め方
　─僧侶が伝える15の智慧』

釈徹宗ほか 著

　覚悟を持った、勇気ある僧侶たちの
「3.11後」の言説集。5人の僧侶が仏道
の見地からわかりやすく提示。

●247㌻。扶桑社（2011年6月30日
発行）。定価1500円（税別）。

『仏教入門
　　　親鸞の「迷い」』

釈徹宗・梅原猛 著

　気鋭の宗教学者・釈徹宗と知の
巨人・梅原猛による白熱の論考。
親鸞を深く知る1冊。

●126㌻。新潮社（2011年9月
25日発行）。

　定価1600円（税別）。

『仏教シネマ
　　─お坊さんが読み説く
　　 映画の中の生老病死』

釈徹宗・秋田光彦 著

　映画を観れば死生観がわかる。二
人のお坊さんが、映画を手がかりに、
人間の生老病死を語り尽くす。

●254㌻。サンガ（2011年11月1日
発行）。定価1500円。

『現代人の祈り
　　　─呪いと祝い』
釈徹宗・内田樹・名越康文 著

　注目の3人が、宗教性の多様な側面を
通して、“私”と“他者”を語り尽くす。現代
人の苦悩を理解するヒント。新書版。

●299㌻。サンガ（2011年10月1日
発行）。定価850円（税別）。

『いきなりはじめる
　　　　仏教生活』

釈徹宗　著

　日常生活を再点検し、苦を生み出
す原因を知る。「世間」や「私」といった
枠組みを相対化する仏教の知見を提
示。

●383㌻。新潮社（2011年4月1日
発行）。

　定価590円（税別）。

『宗教心理学概論』
金児曉嗣　監修
松島公望・河野由美
杉山幸子・西脇良　編

　日本人の宗教的行動や宗教性の発
達など、実証研究の理論や方法を平
易かつ詳細に解説。

●248㌻。ナカニシヤ出版（2011年
11月1日発行）。
定価3400円（税別）。

『キッパリ生きる! 仏教生活』
釈徹宗　著

　瞑想する、念仏をとなえる、深く呼吸
する、お布施する、巡礼する…仏教の
「身心を調える技法」を紹介。

●264㌻。技術評論社（2011年7月
25日発行）。

　定価1580円（税別）。

　相愛大学硬式テニ
ス部に所属し、日本
代表にも選出された
髙畑寿弥さん（人文
学部社会デザイン学
科4回生）が、11月5

～13日に開催された全日本テニス選手
権大会にて女子ダブルス優勝、MIXダブ
ルス準優勝という快挙を達成しました。
　今回の活躍に対するコメントを求める
と、髙畑さんは「2回生になった頃から、
プロ転向を視野に入れて活動するよう
になり、猛練習の日 を々送ってきました。

全日本テニス
女子複 優勝!
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人文学部4回生
髙畑寿

こと
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しかし2010年の12月、左腕に怪我を負
いユニバーシアード日本代表の選考を
間近に控えた5カ月間、試合に出られな
い日々が続きました。この間、不安と重
圧に押しつぶされそうになりましたが、
なんとか代表メンバーに選んでいただ
き、2011年8月に中国深圳で開催された
ユニバーシアード女子ダブルスで優勝
できました。この経験によって、さらに精
神的強さを身につけることができ、全日
本選手権では、優勝をねらって取るとい
う強い気持ちで臨むことができました」
と明るい笑顔で語ってくれました。
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ンターと継続提携し、学生が安心して生活できるよう下宿
紹介を行った。

　　　　近年の若者の犯罪やトラブルについて、新入生を対象に
「新入生へのメッセージ2010」を配布し、あらゆるトラブ
ルの防止に努めるべく注意喚起した。特に薬物事案につい
ては、2009年度より行っている薬物乱用防止についての
講演を、本年も住之江警察署生活安全課長より講演を頂い
た。

 ③課外活動に関する支援
　　　　学生部では、単に正課教育によって知識を教授するのみ

ならず、正課外教育の重要性を認識し、学生の自主的な活
動（正課外活動）を積極的に支援している。 

　　　　42名の学生と8名の教職員が福井県おおい町の相愛学園
セミナーハウスで2泊3日の夏季リーダースキャンプを行
い、学生部長や学生主任、学生支援センター職員が学生の
リーダーと寝食を共にし、学生の代表者と意見交換すると
共に、助言・指導に努めた。また学内での3日間に亘る春
季リーダースキャンプに際しても、当初より実施計画の策
定や運営方法など数回に亘るミーテイングにも参加し、相
談に応じた。

　　　　学生イベントで最大となる大学祭（Blue Ocean Festival）
では、今年度のテーマを「愛響祭」とネーミングし、実行
委員が当初１人もいないという危機的状況から、有志のメ
ンバーが集まり、大学祭実行委員会を立ち上げ、精力的に
動いた結果、2日間の来場者2200名を迎えるほどの賑やか
な大学祭が成功裏に終了した。

　　　　学生支援センターでは、これらの学生主催行事を大学に
おける帰属意識を高めると共に、正課では得られない貴重
な機会と位置付け、出来る限りの支援に努めた。

　　　　本年度は特に学生会の問題が惹起した為に、その問題の
終息と今後の課題を検討することに鋭意努力し、問題再発
防止に対する検討を行い、春季リーダースキャンプでは学
生団体代表者間でのグループ研修を行った。 

　　　　2008年度より、学生の諸活動における評価として学生
表彰制度を設けているが、今年度はABC新人コンサート出
演や福岡国際オープンテニス優勝の学長賞2名をはじめ、
学長奨励賞１名、学生部長賞3団体及び10名、本願寺賞3

名の学生を表彰した。
　　　　特に今年度から卒業年次受賞者には、卒業式で表彰を行

うなど、学生の満足度や達成感を高める工夫をした。
 ④学生の要望に対する回答実施について
　　　　学生会から年１回、定期的に大学に対する学生の要望を

受け付けている。この要望書を纏めるためのプロセスにつ
いて助言を行い、学生委員会（学生部長所管）で検討を加え
た後、学長へ提出させている。今年度は、フットサルのゴー
ルネットを新規購入し、学生の要望に応えた。

 ⑤学生の健康管理について
　　　　入学手続時に健康調査票を提出させ、4月の健康診断と

共に学生の健康管理について役立てた。校医による健康相
談を年間5日設定し、学生が直接校医に対して、健康上の
不安や悩みについて相談する機会を与え、その解消に努め
た。体育会系クラブ生については、スポーツ事故を未然に
防ぐことを目的として、心電図検査を含むスポーツ検診を
実施した。更に構内に2台設置しているAEDの講習会を行
い、体育会系クラブ生20名、教職員8名が参加した。その
他 2010年度の保健室の年間利用状況は、学生692件、教
職員88件、合計780件の利用があり、その利用状況に応
じ適切に対応した。

　　　　近年流行している感染症（新型インフルエンザや麻疹等）
に対して、抑止の啓発活動を掲示等で行うと共に対応マニュ
アルを策定した。 

 （11）宗教部の活動
 ①各種宗教行事の実施
　　　　「自他とともにこれ如来の一子なり、まさに相敬愛すべ

し」と説かれた聖教のこころを基本とし、宗教を通した人
間形成を建学の精神としており、これを具現化すべく年間
を通じて各種の宗教行事や音楽礼拝を取り入れた行事を実
施した。

 ◆年間行事
 4月：入学式（4日）・新入生本山参拝（17日）・
 　　  仏生会法要（22日）
 5月：親鸞聖人降誕会法要（20日）
 6月：定例礼拝（10日）
 7月：定例礼拝（1日）
 10月：定例礼拝（7日）
 11月：報恩講法要（11日）・御内仏報恩講法要（14日）・

　　　 保護者の集い（28日）
 12月：成道会法要（2日）
 1月：成人の集い（8日）・親鸞聖人御正忌法要、

　　　　　　　 学園関係物故者追悼法要（14日）
 2月：帰敬式（19日）
 3月：津村別院卒業参拝（16日）・卒業式（18日）
 ◆礼拝室礼拝
 　授業期間中の毎週木曜日12：30~教職員を対象に礼拝室

にて礼拝を実施。2010年度は、年間 24回（前期12回後期
12回）実施した。講師は本学僧籍者が輪番制により勤めた。

 ◆聖歌隊の運営
 　聖歌隊は本学の特色である音楽礼拝を行うには欠かせな

い存在となっている。 

 　2010年度は、20名の学生が入学式をはじめ、卒業式や
各種宗教行事で聖歌を歌い、献灯・献華・献香などの役付
としても重要な任を果たした。

 ②講演会
 　建学の精神を広く社会へ普及させるため、2010年度は

下記10回の講演会を開催した。
 ◆市民仏教講座
 第 1 回 4月24日　講師：北崎　契縁氏
     テーマ 等身大の親鸞像到来の予兆
     ～五木寛之著『親鸞」を中心に～
 第 2 回 5月15日　講師：小野　真氏
     テーマ 親鸞聖人750回大遠忌
      『宗祖讃仰作法』（1）
 第 3 回 6月5日　講師：釈　徹宗氏
     テーマ 現代を生きる力としての仏教
 第 4 回 7月3日　講師：出口　湛龍氏
     テーマ 出遭いとつながり
 第 5 回 9月18日　講師：井上　陽氏
     テーマ バーミヤン：大仏建立とその周辺
 第 6 回 10月9日　講師：佐々木　隆晃氏
     テーマ 「仏の言葉に遭う～聖典拝読～」
 第 7 回 11月13日　講師：渡邊　了生氏
     テーマ 「ブッダの教えと親鸞の『すくい』」
 第 8 回 12月11日　講師：北崎　契縁氏
     テーマ 「臓器移植と仏教説話の接点について」
 第 9 回 1月22日　講師：小野　真氏
     テーマ　親鸞聖人750回大遠忌
      『宗祖讃仰作法」（2）
 第 10 回 2月12日　講師：釈　徹宗氏
    テーマ 「真宗のカナメ」
 （12）就職支援
 ①就職環境と就職状況について
 　薄日がさしかけていた日本経済も、3月11日の東日本大

震災により、経済状況は一層不安定となっている。雇用環
境が良化せず、新卒採用においても自宅待機を命ぜられる
など、より一層厳しい状況が続いている。

 　本学における求人は、昨年度1429件に対して本年度は
1234件と195件減であった。加えて、 1社あたりの採用人
数も減少傾向にあり、「量より質」の厳選採用が続いてい
る。

 　本学でも求人事務システムを導入し、本学に届いた求人
をリアルタイムに学生ポータルへと掲載している。大学に
届いた求人を中心に学生には積極的に活動するよう指導し
ていったが、就職状況については、昨年度の就職率89%に
対して、今年度の就職率は83%と、6%減の結果となった。

 ②就職支援行事について
 　厳しい就職戦線を勝ち抜くためには早い段階から、しっ

かりとした就職意識、ビジネスマナー、コミュニケーショ
ン能力、基礎学力を涵養することが必要である。

 　そのため、2回生の段階からキャリアデザイン講座、基
礎学力講座を実施した。

 　キャリアデザイン講座では自分の将来を考える事とビジ
ネスマナーについて指導し、基礎学力養成講座では、主に
言語能力分野と数学能力分野と政治・経済・社会分野の講
座を実施した。3回生でおこなったキャリアプランニング
講座では、インターンシップへの参加を目標とし、ビジネ
ス知識やコミュニケーション能力、プレゼンテーション能
力の強化をはかり、大学コンソーシアム大阪で行われた夏
季インターンシップ（一般企業13名・保育所3名）への参加
を促した。また、講座参加者全員に「横浜ビジネスグラン
プリ2011」にも積極的に参加をさせ、そのうち2名が本選
に進むことができたのは、なにより後輩の励みになること
だろう。3回生の就職試験対策行事においては、自己分析、
企業研究、筆記試験対策、面接試験対策の4つを重点的に
取り組んだ。具体的には《a.就職ガイダンス、b.就職適性
検査、C.グループ面接・グループディスカッション模擬演
習、d.内定者体験発表会・懇談会、e.筆記試験対策講座、
f.業界研究時、g.個人面談・個人面接練習》という行事を
実施している。

 　就職活動中の4回生には、志望業界、活動状況に個人差
があるため、個別指導を中心に対応し、面接練習、個人相
談、履歴書・エントリーシート添削、本学に届いている求
人紹介などをきめ細やかに指導した。就職活動に成功する
学生は、やはり行事の出席率、学生支援センターの利用率
も高いため、今年度も諸行事と支援センターの活用に関す
る広報活動の強化に努めた。従来の学内掲示、保護者宛の
DMハガキや、就職委員・学科担当助手による講義内での
行事日程連絡の依頼といった方法に加えて、学生ポータル
サイトを利用し、各行事の1週間前には、学生個々にメー
ルで案内を配信した。

 　就職支援行事として、中国からの留学生のための就職ガ
イダンスと公務員講座を実施し、試験対策講座として、マ
イクロソフト WORD2007とEXCEL2007のライセンス講
座を実施した。マイクロソフト試験合格率は、WORD2007

が85%でEXCEL2007が92%と良い結果であった。
 ③企業訪問について
 　学生が円滑な就職活動をするためには、まず各企業、事

業所とのパイプを繋ぐことが大切である。特に採用実績企
業には確実に求人をいただき、就職実績をあげるよう、同
企業を中心に、春は求人のお願いに、秋には内定実績企業
へのお礼と追加求人のお願いのための企業訪問を実施して
いる。 

 （13）学生募集
 ①広報用冊子の作成と受験雑誌への情報掲出
 　本学の特徴や独自性を魅力的に分かりやすく説明し、各

学部の特色やカリキュラムを紹介した「2011年度版　大
学案内」と、平成23年度入学試験と前年度入試の結果の概
要を簡潔に説明した「2011年度版入試ガイド」を5月中旬
に作成、配布した。

 　また、受験生がわかりやすく出願しやすいよう工夫した
「平成23年度入学試験要項」を、9月初めに受験生及び高
等学校、予備校等に送付した。

 　平成23年度設置予定の音楽学部音楽マネジメント学科、
人文学部仏教文化学科と文化交流学科について、それぞれ
パンフレット2種類を作成。高等学校長と進路指導部長宛
に送付した。また大学案内と同時に配布し新学科の開設を
アピールした。

 　特に仏教文化学科は、別にチラシを作成し、本願寺から
各組長に送付される定期便に同封依頼し送付した。

 　また、受験情報雑誌等79媒体への情報掲出と音楽雑誌
「音楽の友」への年間広告掲出を行った。

 ②入試説明会の実施
 　高等学校教員や予備校、塾などの関係者を対象とした入

試説明会を6月15日に開催し、平成 23年度開設予定の新
学科について説明や前年度入試結果の報告と変更点を中心
に説明を行った。

 ③オープンキャンパス
 　オープンキャンパスの参加受験生の出願率が高いことか

ら、受験雑誌や電車の車内吊り広告、チラシを使った広報
を実施。高等学校進路指導部や受験生の資料請求への DM

を発送。ホームページには当日のイベント案内をキャンパ
スマップ上に配置し、アピールした。

 　オープンキャンパスは、5月30日、6月20日、7月25

日、8月21・22日、9月12日、3月20日の計7回と大学
祭（10月23・24日）にも入試相談コーナーを設置し、ミニ
講義、学科イベント、学部学科の説明や入試に関する相談
等を行い、受験生が大学生活の具現化を出来るよう努め、
のべ672人の参加者があった。

 ④高等学校・予備校訪問、模擬授業への参加
 　高校訪問専従者を中心に教員や事務職員も、高等学校、

予備校や塾、日本語学校等を625校訪問し、相愛大学の特
徴や各学部学科の概要説明や入試の詳細を周知することに
努めた。

 　また、進学相談会や高校主催の模擬授業や分野別ガイダ
ンスでは301会場に参加した。

 ⑤音楽学部受験講習会
 　音楽学部の受験を考えている生徒に対して受験講習会（8

月・12月）への参加促進のため、音楽雑誌「バンドジャー
ナル」に広告掲載し、高等学校や受験生に対して、講習会
資料を送付した。

 ⑥その他
 　本学のホームページを利用して、入試に関する情報や過

去問題を公開した。日本能率協会からコンサルティングを
受け、インターネットでのオーバーチュアーを実施。他大
学名で検索後、本学の資料請求した事例も見られた。オー
プンメールを利用し推薦入試の出願促進も実施した。 

関する倫理審査・関係様式等の審議・策定：これらは
ポータルサイト・アーカイブに採録され、大学内外に本
学の研究倫理指針を示すと共に、論文投稿の際に求めら
れる倫理審査の学内審査が可能となった。

　　　　②本学の特徴を示す研究創成のための実態調査：教員の
研究実態調査を実施し、回収率は83%であった。結果
は、研究推進の基礎データとして「研究推進本部」に引
き継がれる。

　　　　③研究に関わる全学将来構想のまとめ：将来構想委員会
からは、具体的に全学将来構想をまとめ、提言した。

　　　　①研究推進本部は、ア .研究戦略の策定と実施、イ .戦略
的学術文化研究活動の助成、ウ .その他本学の研究に関
する事項を審議・実施する。

　　　　　また、特色ある研究を創生できる学際的研究プロジェ
クトの形成についてコーディネイターとしての役割を担
う。

　　　　②相愛大学研究助成運営委員会は、重点研究A、B、特別
演奏会、研究成果刊行等に対する助成制度を活用し研究
活動の活性化を図る。そのため平成22年度には、「相愛
大学研究助成規程」が新しく制定された。

　　　　その他、③研究体制における開放性の推進、エ、国際交
流の推進、オ、外部資金獲得戦略の推進、カ、各研究所
における研究推進機能の見直し等について、本年度は、
それぞれの学部等の研究組織および教員個人において推
進の努力がなされたが、さらに平成23年度に向けて、
「研究推進本部」に引き継がれることとなった。 

 （6）国際交流
　　　　教育の国際化を推し進める文科省の方針に基づき、平成

22年度は海外の教育機構及び海外の大学との提携関係を強
化し、以下のように事業を展開した。

 ①組織の改革
　　　　本学の国際交流事業を順調に推し進めるために、国際交

流室を国際交流部に切り替え留学生センターの名称を留学
生プラザに変更した。

 ②大型イベントの実施
　 　8月29日～9月1日、中国の瀋陽で開催する東アジア経

済協力フォーラム組織委員会の依頼により、120名の演奏
者からなる本学のオーケストラがその開幕式で演奏をし、
また提携大学との親交を深めるために、遼寧大学・東北大
学においても演奏会を行い、大きな反響を呼び、好評を得
た。

 ③提携大学の増加
　 　9月上旬、本学の代表団が中国長春光華学院大学を訪問

し提携の調印式を行った。
 ④学生の海外研修
　 　夏期休暇期間を利用し、学生（一部卒業生も含む）が外国

の高等教育機関で学ぶ講習を実施している。今年度は次の
講習が実施された。

 8月5日～8月23日　ショパン音楽大学夏期講習の実施
 8月1日～8月13日　イタリア夏期講習の実施 

　　　なお、英語語学研修、中国研修は実施されなかった。
⑤留学生の派遣及び受け入れ

　　　　人文学部では、中国における提携校から、編入留学生50

名と派遣留学生35名を受け入れた。これらの留学生の生活
支援のために、留学生プラザや合研を中心に、良質で安価
な住居の斡旋、授業の相談、進学・就職などの進路相談な
ど積極的に行っている。

 ⑥教員の交流
　　　　音楽学部では、毎年、国外の提携校から教授を招聘し、実

技レッスンを実施している。従来は、ショパン音楽大学か
らピアノとヴァイオリンの教授を交代で招聘していたが、今
年度はノヴァラ・グイド・カンテッリ音楽院から声楽のシル
ヴァーナ・マンガ教授を招聘し、より活発な交流をした。

　 5月24日～5月29日　 　シルヴァーナ・マンガ教授
　　　　　　　　　　　　　　　　公開レッスン 

 11月24日～12月10日　クラウス・シルデ客員教授
 　　　　　　　　　　　　公開レッスン
　　　　人文学部では、協定締結大学の長春師範大学外語学院と

浙江工業大学外国語学院から各1名の研究員を半年間受け
入れた。また、9月8日～10日に中国東北大学、日本人文
社会科学学会と連携して、国際学術会議「第2回中日文化
比較研究国際学術シンポジウム」を共催した。そして、昨
年9月に行われた「第1回中日文化比較研究国際学術シン
ポジウム」の成果として、東北大学出版社から『中日文化
比較研究論集（第一輯）』 が刊行された。

　　　　なお、協定校の東北師範大学が4月に、浙江工業大学が
12月に本学に来訪した。 

 （7）社会貢献
　　　　存立基盤である地域社会との協力関係の再構築や地方公

共団体、産業界等との連携、そして大学間連携などを含め
た新たな大学づくりを推進し、地域貢献の推進に取り組ん
だ。各学部・学科において、公開講座事業等を企画、実施
し、これらの地域連携事業の情報を、広報やホームページ
等各種媒体を活用して積極的に発信した。全学の地域連携、
社会貢献に関する具体的な活動の詳細は以下の通りである。

 ①中学・高校等との連携
　　　　中学・高校との連携を積極的に推進し、中学生高校生と

直に接触する機会を増やしていった。平成22年度、音楽学
部は「大阪中学生サマー・セミナー」推進協議会・大学コ
ンソーシアム大阪の開催するセミナーに、大阪府下の中学
生を対象に科目を開設した。人間発達学部はオープンセミ
ナーを開催し、人間発達学部の科目等履修生として相愛高
校、咲洲高校の高校生を受け入れた。またアソカ幼稚園と
提携し、幼児対象英語学習やコンサート等に教員及び学生
を派遣した。

 ②一般市民、地域社会及び産業界等を対象とした活動
　　　　地方公共団体等との連携を一層強化し、地域社会のニー

ズに応じた地域連携事業を展開した。平成22年度は、大阪
市、豊中市教育委員会及び農林水産省近畿農政局大阪事務
所と連携協定を結び、各種事業を積極的に展開した。地元
である大阪市生涯学習担当部局等と共同で公開講座を実施
する等、エクステンションプログラムの積極的な展開を図っ
た。また、大阪府立急性期・総合医療センターのコンサー
トへ音楽学部学生を派遣し、小児病棟に人間発達学部子ど
も発達学科学生を派遣した。人間発達学部発達栄養学科は
糖尿病教室を大阪府立急性期・総合医療センターと共催し、
人文学部教員は緩和ケアに関するシンポジウムを共催した。

　　　　音楽学部では、年間に50を超える演奏会や公開レッス
ン・公開講座を主催開催した。また、人文学部は、シンポ
ジウム「人文科学の挑戦」等を企画開催するなど、芸術・
文化の振興を図り、専門的な研究成果を市民に還元し、相
愛大学の学術文化が根づいたまちづくりをめざした。産学
官連携については、人間発達学部がエクステンション小委
員会を中心に取り組む体制を整え、積極的に取り組んだ。
発達栄養学科は「お弁当コンテスト」、「食育推進キャンペー
ン」「糖尿病予防セミナー」等の事業への企画協力・実施な
ど学生参加型の積極的な産学官連携事業の展開を図った。

 ③ボランティア活動の推進
　　　　学内外における社会体験・地域活動を視野に入れた取り

組みが社会的にも注目され、地域等において大学生のもつ
潜在的な力に対する期待感は日増しに高まり、学生のボラ
ンティアに対する社会のニーズは増加している。本学も、
建学の精神「當相敬愛」を活かした積極的な学生ボランティ
ア活動を推進した。

　　　　全学共通の取り組みとして、本学では地域の小・中学校
と連携し、総合的学習の時間などへの協力や在学生が行う
学校支援ボランティアなどを奨励・支援している。

　　　　平成22年度は大阪市、神戸市、伊丹市、宇陀市教育委員
会と連携し、約50名を派遣した。また、住之江区南港地区
の清掃にも「ビカビカ大作戦」とし参加した。さらに社会
福祉法人いわき学園（大阪市立敷津浦学園　住之江木の実
園）及び社会福祉法人福祥福祉会等への、音楽療法専攻生
によるボランティア活動も積極的に行った。今後も、この
ような地域に密着したボランティア活動を継続して行って
いく。

 ④大学の施設開放
　　　　平成22年10月からは大学の施設開放の一環として、図

書館で一般公開制度を設け、登録者には閲覧および貸出サー
ビスを提供している。また、卒業生に対する支援として、
在学中とほぼ同じ条件で、図書館の利用を認めている。 

 （8）自己点検・評価
　　　　本年度の自己点検に関する実施事業は、主として機関別

自己点検・評価と教育改善にかかる自己点検・評価に大別
できる。

 　機関別自己点検・評価に関しては、自己点検評価書『響
流」第4号（全91頁）を刊行した。本書作成に当たっては、
大学基準協会による2008年度の評価に対応すべく、各部
署において行った改善作業を反映させ、また一定の改善方
向を提示したが、なお全面的には大学基準協会の評価に耐
えうる条件を充足していないとせざるを得ない。一方で、
４月からの新執行部により、2011年6月の改善報告書提出
にむけて、精力的に準備が進められた。特に年度末に策定
された「相愛大学将来構想」は、教育、研究、国際交流、
社会貢献、管理運営、財政・施設整備、自己点検・評価の
各項について、本学の新たな将来像を提示したものである
が、その作成の過程で再度の深刻な自己点検作業を実施し
た。

　　　　教育改善にかかる自己点検・評価活動では、FD委員会が

大部の2009年度『《学生による授業評価アンケート》結果
報告書』（全554頁）を刊行し、本事業は、前期授業の大半
について十数項目にわたる授業についてのアンケートを実
施し、その結果を逐一分析するとともに、結果に関して教
員各自がリフレクション・ペーパーを提出するもので、本
書はその全体をまとめたものである。

 　また、この件については、FD委員会において、22年度
学生による授業評価の実施を計画し、主として前期授業（一
部後期授業）についてアンケートを実施した。年度末にか
けて、その結果の分析を委員会で行い、報告書を準備中で
ある。

　　　　さらに、教員の教育力向上のためのFD活動の一環とし
て、教員相互の公開授業を実施し、参加教員数は必ずしも
多くなかったが、初めての試みとして、有意義であったと
判断している。この他、FD委員会は、2月には社会人基礎
力育成、キャリア教育に関するFD研修会を実施し、教員
の意識向上をはかった。 

 （9）図書館
 ①教育・研究支援
　　　　図書館では、平成22年度も、例年通り新入生を対象に基

本的な図書館利用のガイダンスを行った。人間発達学部で
は、『ベーシックセミナー」というカリキュラムの一環と
して図書館での文献調査演習が行われ、図書館もこれに対
応して、OPACの利用法や、データベースを利用した文献
調査法を紹介するなど図書館利用教育に努めた。

　　　　また、教員からの要望により、ゼミ単位での利用指導な
ども実施した。その他、図書館間の相互利用件数について
は、平成22年度は他大学からの申込、本学からの依頼共
に、前年度に比べ増加しているが、卒論を作成する学生数
が減少していることもあって、本学からの依頼数は低迷し
ている状況である。利用者の潜在的ニーズを把握し、如何
にして適切な情報を提供するかが課題である。

 ②図書館利用支援
　　　　平成18年度以来、開館日数の増加、開館時間の延長を実

施し、利用者の利便性の向上を積極的に行ってきた。平成
22年度の年間の利用者数（入館者数）は、前年度に比べ、微
増にとどまったものの、土曜日の開館延長時（15：30～
17：30）の利用者数は、前年度比2割増加した。館外貸出
冊数は、学生数が減少しているにもかかわらず、若干増加
している。CDの貸出点数は減少しているが、反面、音楽
配信の利用が顕著な増加を見せている。また、平成21年度
に引き続き、図書館主催のOPAC講習会、データベース講
習会や、留学生を対象とした情報検索講習会を実施した。

　　　　広報不足もあり、参加人数は多くはなかったが、内容を
更に充実させて引き続き利用支援を行っていきたい。

 ③図書館資料の充実
　　　　本学図書館は、学習図書館としての機能を重視し、主に

学習用コレクションの構築に努めている。シラバス記載の
資料をはじめ、各学部のカリキュラムに添った資料を中心
に収集する他、平成23年度開設の新学科関連の資料につい
ても、設置計画に基づく資料収集を着実に履行した。また、
事業計画で課題としてあげた「図書館の電子化」について
は、医学・栄養学関係文献データベースなどを導入し、学
生・研究者のニーズに応えることができた。 

 ④その他
　　　　近隣地域住民などを対象にした図書館一般公開制度を平

成22年10月より始めたが、広報不足で十分な実績を上げ
るには至らなかった。その他、3階閲覧室のグループ視聴
用大型テレビ、視聴覚室のモニター用テレビを更新し、快
適な視聴環境を実現した。 

 （10）学生サポート
 ①経済的支援について
　　　　経済的な事由により、学業を継続していくことが困難な

学生の為に、経済的支援を行うことによって学業が継続で
きるよう努めた。具体的には、日本学生支援機構奨学金（貸
与）をはじめ大学独自の相愛学園奨学金（貸与）や珠光会奨
学金（給付）など各種奨学金で対応した。学部別の奨学金受
給率は音楽学部49.6%、人文学部41.6%、人間発達学部
48.5%、大学全体で 45.9% となっている。

　 ②学生生活に関する支援
　　　　学生支援センターでは、よろず相談をはじめ日常的に様々

な相談に応じながら、学生相談室へ繋げている。学生相談
室では心の相談を中心に l年間で延べ466件の相談があり、
臨床心理士の資格を持った非常勤カウンセラーを授業期間
の月~金に各1名を配置し、適切に対応した。保護者会か
らの支援により、全学生を学生教育研究災害傷害保険へ加
入し、万一の際に対処できるよう努めた。 

　　　　大阪近郊以外からの通学困難な学生に対して、2008年
度より「安心・安全・愛情」を基本方針とする学生情報セ
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　4.広報活動
 　本学では、広報担当部署が4つ［学園広報全般（総務課）、
学生募集（大学／入試課、中・高／高中事務室）、ホームペー
ジ（管財課）］あり、それぞれ役割分担し広報を展開している
が、その役割分担が本学の実状や将来計画を広く知らせつつ、
本学の認知度、ブランドイメージを高めるために、何をどの
ように誰に知らせるべきかをそれぞれ再検討し、その枠組み
を超え相互に理解・協力し、広報活動を行う必要がある。2010

年度は昨年度から引き続き広報担当者会議を定期的に開催し
連携の強化を図った。

 　現在の広報は一つのメディアで完結していた時代から、複
数のメディアを有機的に織り交ぜながら活用する時代となり、
また時代のニーズも新たなメディアへと移行している。そこ
で各メディアが独立して存在するという概念を拭い去り、そ
れらの特徴・特性、即応性等を見直すことで、限られた予算
の中で、より効率的で連続性のある広報を展開、歴史ある相
愛学園がいつまでも光り輝く存在であることを世に問い続け
る広報の展開を目指し、広報戦略を短期的に立案し実行した。

  （1）各部門の Identity（個性・特長）を明確にするとともに、そ
こで完結することなくつながりのある手法・手段で、学生・
生徒募集力の強化に繋がる広報活動を展開するとともに、各
部門の単独の力を最大限に発揮し、奥行きのある広報を展開
する。 

 （2）広報誌「SOAI Familiar」を年3回（新入生歓迎号、第17

号4月20日、第18号12月10日）発行し在学生・保護者・同
窓生・大阪教区・奈良教区内真宗寺院等を対象に配布すると
ともに、広く社会一般にも配布し学園の実状をアピールする。
学内報「當相敬愛」を年5回（4/28、6/10、 9/10、12/15、
2/17）発行し、内容の充実を図り、教・職員がより一体とな
りこの難局に立ち向かうよう、危機意識の共有を図るととも
に、学内報のペーパーレス化実現をめざす。 

 （3）ホームページは、大学・中高の情報をリアルタイムで発
信する手段として必要不可欠なメディアである。最新のト
ピックス更新システムを導入したことで情報のリアルタイム
化を実現している。

 　また、大学ホームページにおいては情報システム運用委員
会を毎月開催することで今後の展開を審議している。2011

年4月1日の部分リニューアルを実施目標に、各学科単位で
公式ブログを構築した。立上げ当初に比べ2011年3月の時
点でのアクセス数は倍増し一日平均200アクセスを数えてい
る。さらに2012年度入試に向け2010年6月に受験生向け
ページの全面リニューアルを行った。

 　管理運用面では、最新の情報を担当部署にいち早く集約さ
せるなどの人的ネットワークをより強固に確立させるほか、
学園による統合管理を実施しているところで統一性のある適
切な情報発信を展開する。

Ⅲ .各学校の施設整備計画
　施設設備整備計画については、施設の老朽化に伴う所要の更新
において、適正な資産管理を実施している。平成22年度実施は以
下のとおりである。 

 　（1）南港学舎での主な工事
 図書館空調更新／各棟空調器補修／5～7号館消火器更新
 1～3号館消防ホース更新／構内南側高木剪定・土留／
 グランド電源設置工事等 

 　（2）本町学舎での主な工事
 大学新学科設置本町学舎改修／B棟・8号館空調機更新
 B棟エレベーター基盤等交換／B棟手摺改修／
 受水槽・高架槽ポンプ交換等
 正面玄関タイル／進路指導室防音／生徒用椅子取替／
 視聴覚教室照明配線改良
 調理実習室用ボイラー取替／チラーユニット計装改良／
 放送回路変更工事
 地上デジタル対応／ケーブルテレビ配線

　平成22年度決算が、平成
23年5月27日（金）の理事会・
評議員会において承認され
た。資金収支計算書、消費収
支計算書及び貸借対照表につ
いて報告する。

　1.資金収支計算書は当該会
計年度の諸活動に対応するす
べての収支内容、並びに支払
資金の収支の顛末を明らかに
する計算書である。
　平成22年度の予算（補正予
算）の額と決算額とを対比す
る形式で表している。

　2.消費収支計算書は当該会
計年度における消費収支の均
衡状態とその内容を明らかに
し、学校法人の経営状況が健
全であるかどうかを示すいわ
ば企業会計の損益計算書に当
たるものである。

　3.貸借対照表は年度末の財
政状態を表すもので、資産、
負債、正味財産（基本金、消
費収支差額等）の状態を表示
している。
　資産の部、負債の部、基本
金の部及び消費収支差額の部
を設け、当該年度末の額を前
年度末の額と対比して、昨年
度からの変動をみることがで
きる。

平成22年度決算

●資金収支計算書　平成22年4月1日～平成23年3月31日
（単位　千円）

●消費収支計算書　平成22年4月1日～平成23年3月31日
 （単位　千円）

●貸借対照表　平成23年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

　2.高等学校・中学校
 　平成22年度相愛高等学校・中学校における教育活動に関
する主な取り組みについて報告する。

 （1）教育の質の向上を目指した取り組み
 ①生徒の学力確保、学力向上について
　 　学校の根幹は、法令の定めによる授業を日々適切に行う

ことによって、生徒が指定される教材を理解して学力が向
上することにある。これは大学系列校としての本校であっ
ても同様であるとの認識で、以下のような取り組みを進め
た。 

 ②授業時数の確保
 　授業時数の確保のため、学園暦や行事等の精選と見直し

を始めて2年が経過したが、今年度も種々の工夫によって
授業時間数が確保された。次年度も引き続き授業日数、授
業時間数の適正化に努め、同時に曜日の標準化にも努めた
い。

 ③授業内容の向上
 　教材の選定、年間を通じた継続指導、各授業の準備と実

施など教員が実践しなければならない業務の質を向上につ
いては、各自の努力により一定の向上が見られた。

 　また、基礎学力及び学習習慣を診断する「スタディサポー
ト」の導入により、生徒の学習状況（家庭学習も含めて）は
ある程度把握されてきたが、今後効果的に個々の生徒のデー
タを活用し、十分な学習を行える環境の確保を図りたい。

 ④自主的な学習
　 　学習を支える授業以外の時間の活用に向けて、学級活動

の中で学習に対する意識の向上を目指し、自主的な学習へ
と生徒を導く仕掛けを作る取り組みについては、生徒個々
の意識の向上も必要であるし、その意欲を喚起する教師の
サポート体制の確立については、自習室の活用と同時に質
問に応じる教師の姿が多々見られたが、まだ個別の対応で
止まっているため、今後も取り組みを強めて行きたい。

 ⑤各種資格の取得
 　英語検定は以前から行われており成果をあげており、ま

た漢字検定への取り組みも2年が経過したが一定の定着が
図られた。今後は大阪府の英語検定試験TOEFL重視方針が
喧伝されているが、その動向も踏まえ資格取得の拡充を図
りたい。 

 （2）進路の策定と保障
　 　高校卒業後の進路先は時代を反映して多様である。大学

進学による高学歴を望む者、音楽その他の素養と実力の獲
得を望む者、趣味や華やかなものを生活の基盤に据えるこ
とを願う者など様々な生き方を願う生徒が在籍しているこ
とを念頭に進路指導を行う。そのために高校卒業直後の4

月の進路先確保に留まらずに、生涯を見据えた進路先の選
定を行い、現代の若者の人生設計を教職員と共に学ぶ姿勢
が必要である。 

 　①高校特進コースでは、上記1）の「学力保障、学力向
上」に示される業務を、大学受験合格を最終目標として
取り組み、夏の2泊3日の勉強合宿をはじめとして取り
組みを強化してきた。結果として、希望する大学への合
格は成果として充分ではなかったが、次年度への足がか
りとなった。

 　②高校進学コースでは、指定校推薦による大学進学が
多数を占めているが、今後も指定校枠の拡充や新規開拓
を図ること及び、センター試験への挑戦の意欲も高めた
い。

 　③高校音楽科では、音楽の専門的な学習については各
種コンクールでの活躍など、大きな成果が結果として表
れたが、またこれを発展させるものとしての各教科の基
礎学力の向上については今後も努力する必要を感じる。
進路先については相愛大学音楽学部が大半を占める等、
専門を生かす進路選定がなされた。

 　④キャリア教育の推進については進路指導部を核とし
て、大学訪問と出張講義を中心とする大学研究や進路
キャリアガイダンスなど高大連携を強め、大学進学だけ
が目標でなく、生徒各自のライフプランを持たせた、「生
き方教育」として位置付ける努力を行った。今後も中
学・高校6年間を見通した系統的・発展的なシラバスを
構築したい。

 　⑤中学から高校への進学については、今年も2割弱が
外部へ流れたが、高校進学に対する意識付けや相愛高等
学校への進学が推進されるような指導と同時に、進学し
たいと思えるようなより魅力のある高校への変革が急務
の課題である。 

 （3）生活指導、生徒指導への取り組み
 　①仏教精神に基づく教育に取り組んでいる我が校として、

朝夕の礼拝や各種宗教的な行事を通して、豊かな人間性が
育まれていると確信しているが、学校評価での生徒と教師・

保護者との意識の違いは習慣化の形式化による影響も大き
いと考えられ、次年度は朝の礼拝の在り方について再考し
たい。

 　朝夕の挨拶や廊下等での外来者への会釈など相愛の伝統
として定着しているが、今後も生活規範意識の確立をはか
り、素直で明るく清潔な相愛生徒の育成に努めることが、
生徒自身や学校・保護者の願いであるし、社会一般の相愛
に対する評価を高める大きな要因と考える。

 　②不登校、集団不適応、学習障害などの現代の学校が抱
える諸課題があるが、本校も例外ではない。スクールカウ
ンセラーが配置され担任・保健室とも連動した指導体制が
促進された。今後もより一層の活用を図り、生徒理解に努
めたい。

 　③女子校として総合的な学習の時間を活用して日本伝統
文化の体験の場を設定し、茶道・華道・着付け等の講座を
設けており、相愛の特徴として定着しつつある。今後も引
き続きその充実に努めたい。

 　また、放課後の授業の一環として、従来あったU講座を
発展解消してSoai教養講座を設置し、茶道・華道・筝曲・
英会話・ピアノ・木管楽器等の講座を外部講師を招いて開
講し、100名を超える受講があり好評であった。今後も開
講数の増加を含めて充実させたい。

 　④本校の図書館は4階に位置しエレベーターも無く、生
徒の移動に不便であるが、図書館スタッフの「図書室便り」
などの発行やブックトークなどの活動により成果をあげて
いる。今後もその充実を目指すと共に、日常的に読書を奨
励して生徒の資質向上を目指したい。 

 （4）年間行事並びに特別活動
　 　①生徒会が主体的に運営している体育祭については、昨

年度に引き続いて盛り上がりを見せたが、育友会のご配慮
で生徒席にもテントが設営され暑さ対策にもかなり好評で
あった。引き続き学校生活に豊かさと活発性が見られるよ
うに年間各種行事の活性化を図りたい。

 　②部活動については、参加率の低下が課題としてあげら
れるが、次年度はスポーツ推薦の生徒の入学も予定される
ので、学業とクラブ活動を含めた諸活動が両輪として活発
化するよう推進していきたい。 

 （5）学校改革
 　時代の変遷と共に学校は変化を求められる。公立・私立

の学校の情報だけでなく、広く社会全体の動静に目を配り、
創立123年目を迎える本校は「不易と流行」を旨として学
校改革を推進した。

 　①年間教科指導計画の全体把握も3年目になるが、年間
授業時数の適正配分や年度途中での進捗状況の把握により、
PDCAサイクルの意識につながったが、次年度は生徒・保
護者対象に各教科のシラバスの掲載を目指す。

 　②平成24年度から新指導要領の完全実施となるが、23

年度版と24年以降の教育課程について、週授業時数を1時
間増加するなど5教科を重視したカリキュラムを設定した。

 　③従来の人権教育・生徒指導関係の研修に加えて、学校
経営について私学財団の方の講演や、学校情報提供企業で
あるスクールパートナーズの江口先生のプレゼンテーショ
ン関係の講演など、新たな切り口の提示をいただいた。次
年度も外部講師による研修会の充実を図りたい。

 　④校内組織、分掌内組織の適正化については、年々職員
数が減少している中、職務内容の見直しやスリム化が図ら
れたが、今後も分掌の重点化・焦点化を目指したい。

 　⑤教員室の環境整備については不要机の整理やPC机の整
備・休養ソファーの設置などを行い、環境整備が図られた。
この措置により教員室内の導線も整備されゆとりができ、
相互連絡や相談が日常的に行われる環境が設定できた。

 　⑥生徒の学習、部活動が充実する環境整備の一環、とり
わけ自発的な学習を推進する目的で設置された教員室前の
自習室は活用が続いているが、各種会議が自習室で行われ
るなど常時教室確保ができにくい点や環境の整備などが課
題として残った。

 　⑦時代の変遷とともに生徒・保護者の考え方や学校に対
する要望等は大きく変化してきているが、教師・学校はそ
の変化に十分対応できていないのが現状である。カウンセ
リング研修会や相愛大学の先生を招聘して保護者対象の子
育て講演会などを開催して、保護者・生徒への対応のあり
方を学んできたが、社会への目を大きく開いて変化に対応
しえる資質を養うことが肝要である。 

 （6）学校、学園の現状に対する理解と将来計画への参画
 　①学園の財務状況、とりわけ本中高の状況については法

人本部から数度の説明会があり、私学財団からも本学園の財
務状況についての客観的なデータを交えての指摘があり、容
易ならない状況であるとの認識は共有できたのではないか。

 　今後はこの共通認識の中で中・高として生徒増を図り、

学園の財務状況へ寄与できる方策を強めることである。
 　②本年度に導入された公立高校無償化並びに高校就学支

援補助金制度により、大きく入試地図が塗り替えられた。
大阪全体でも私学併願生徒が減少し、専願生が4000名の
増となった。その反面公立普通科では全体の4割程の学校
が定員割れとなったが、この状況は次年度も流動的である
が継続するであろう。

 　また公的補助金が保護者負担に回されたために、従来の
私学経常費補助が見直され、次年度については一定の経過
期間とされたが今後も注視して対応しなければならない。

 　③中高の将来設計については、コース名称の変更や新コー
スの設置など検討されたが実施に至らず、今後も早期の策
定を図る。

 　④本町学舎での大学展開が提案され、C棟を解体し大学
校舎の建設やプール設備の廃止、F棟からB棟への移動な
ど中高として設備面で大きな撤収を余儀なくされたが、学
園全体の経営方針として今後も協力を惜しむものでないが、
中高・大学の生徒数・学生数の動向を見ながら大学との共
用を検討する必要がある。 

 （7）入試広報活動
 　①中学校入試について
 　長年懸案であったプレテストの導入に踏み切り、テスト

後の対策講座や教育相談など、生徒のみならず保護者の方
も多数の参加があり、大きな成果があった。しかし、少子
化に端を発する学齢生徒の減少もあり、結果としては昨年
並みの入学者数となった。

 　新たな塾の開拓や公文・そろばん塾など範囲を広げて行っ
たが、今後は鉄道路線を特化した形の切り込みを含めて応
募増につなげたい。

 　②高校入試について
 　公立高校無償化並びに大阪独自の高校就学支援補助金制

度等により、この春の入試は大きく変化した。併願生の減
少と専願生の増加、また併願戻りの減少など、ある程度予
想されたことであり、私学への大きな流れとなったが、ま
だ本校としてつかみ切れていない。塾訪問もさることなが
ら中学訪問で私学の優位性・本校の特色などを明確にし、
対応を強化していかねばならない。

 　入試説明会の時期、体験学習の内容など検討課題は山積
しているが、私学として生き残るため、なし得る全ての事
にトライしなければならない。 

　3.音楽教室
 　相愛音楽教室は創立55年の伝統に培われたものを大切に
しつつ時代のニーズを感じ取り、今後いかに発展させていく
かということについて、毎年思索、検討を続けている。

 　年に3回（春2回、秋1回）行われる入室試験面接の際に受
験動機をたずねると、大半が口コミによるものであることか
ら、その輪を広げ、より多くの人々に相愛音楽教室の存在を
より強くアピールする広報活動が課題としてあげられていた。
折りしも平成22年度は音楽教室生、オーケストラ研究生、お
よび大学生による「相愛オーケストラC組中国公演」が実現
し、9月上旬に瀋陽に赴き、遼寧大学など3ヶ所で演奏し、い
ずれも大好評を博した。帰国後、公演のDVDが作成された
が、学園からそれをもとに音楽教室の宣伝用DVDも作って
は、とのお話をいただき、教室側はそれを受けて直ちに作業
をはじめ、3月に完成に漕ぎ着けた。早速本学教員、音楽教
室講師、教室生、同窓会に配布し、学園ホームページにアッ
プするほか、楽器店などにも声をかけている。今年度はさら
に効率的な宣伝を行い、少しでも多くの受験生の獲得に貢献
するよう努力する所存である。教室の例年のコンサート関連
の行事としては、サマー・コンサート（7月）、在室生のため
の鑑賞演奏会（10月）、3月修了予定者による音楽教室演奏会
（12月）、在室生によるスプリング・コンサート（2月）、オー
ケストラC組D組に所属する在室生による「相愛オーケスト
ラC組D組発表演奏会」（3月）が行われた。鑑賞演奏会は音楽
教室が在室生のために行っている講座形式のコンサートで、
回を重ねるうちにご父兄をはじめとする一般の方々の来場が
増加して定着してきたが、昨年度は二人のチェロ専任教員に
よる「チェロの魅力」と題する内容で、低音楽器についての
レクチュアとソロおよびデュオの演奏を行った。一方、相愛
オーケストラC組D組発表演奏会では D組の小学生、C組の
中学生がそれぞれ日頃の成果を充分に発揮したが、さらに最
後にはC組D組初めての合同演奏を行い大喝采を受けた。そ
の様子は音楽教室、相愛オーケストラ、そして学園のこれか
らに希望を抱かせるような光景であった。また恒例の「ビア
ノ公開講座」は本学山本英二教授の指導のもと行われ好評裡
に終了した。その他、平成19年度に立ち上げた楽典通信教育
も、現在は少しずつ学習者が増加しているが、進化しつつあ
る教材として一層の内容の充実を目指して改訂を加えている。 

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金収入 2,542,635 2,546,391 △ 3,756
手数料収入 24,807 23,668 1,139
寄附金収入 34,584 32,924 1,660
補助金収入 434,027 431,499 2,528
　国庫補助金　　　 202,152 202,152 0
　地方公共団体補助金 231,875 229,347 2,528
資産運用収入 9,037 8,522 515
資産売却収入 820 820 0
事業収入 73,976 73,408 568
雑収入 143,180 143,185 △ 5
借入金等収入 400,000 400,000 0
前受金収入 329,183 305,055 24,128
その他の収入 443,819 508,497 △ 64,678
資金収入調整勘定 △ 490,753 △ 491,758 1,005
前年度繰越支払資金 1,638,514 1,638,514
収入の部合計 5,583,829 5,620,725 △ 36,896

支
出
の
部

人件費支出 2,435,785 2,439,455 △ 3,670
教育研究経費支出 761,574 716,338 45,236
管理経費支出 264,982 262,457 2,525
借入金等利息支出 439 439 0
施設関係支出 131,053 136,023 △ 4,970
設備関係支出 102,369 100,890 1,479
資産運用支出 6,269 68,447 △ 62,178
その他の支出 698,365 720,869 △ 22,504
資金支出調整勘定 △ 325,340 △ 344,920 19,580
次年度繰越支払資金 1,508,333 1,520,727 △ 12,394
支出の部合計 5,583,829 5,620,725 △ 36,896
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科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 2,542,635 2,546,391 △ 3,756
手数料 24,807 23,668 1,139
寄附金 34,866 35,535 △ 669
補助金 434,027 431,499 2,528
　国庫補助金　　　 202,152 202,152 0
　地方公共団体補助金 231,875 229,347 2,528
資産運用収入 9,037 8,522 515
資産売却差額 820 820 0
事業収入 73,976 73,407 569
雑収入 143,180 143,185 △ 5
帰属収入合計 3,263,348 3,263,027 321
基本金組入額合計 0 △ 40,408 40,408
消費収入の部合計 3,263,348 3,222,619 40,729

消
費
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出
の
部

人件費 2,312,933 2,308,268 4,665
教育研究経費 1,123,948 1,083,656 40,292
管理経費 286,998 284,584 2,414
借入金等利息 439 439 0
資産処分差額 215,816 21,247 194,569
徴収不能額 31,571 27,079 4,492
徴収不能引当繰入額 0 6,973 △ 6,973
消費支出の部合計 3,971,705 3,732,246 239,459

当年度消費支出超過額 708,357 509,627
前年度繰越消費支出超過額 8,624,117 8,624,117
翌年度繰越消費支出超過額 9,332,474 9,133,744

資産の部 負債の部
科目 本年度末 前年度末 増減 科目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 16,930,867 17,194,703 △ 263,836 固定負債 1,071,361 824,715 246,646
　　 有形固定資産 15,412,066 15,592,097 △ 180,031 　長期借入金 360,000 0 360,000
　　 土地 6,579,214 6,579,214 0 　 その他固定負債 711,361 824,715 △ 113,354
　　 建物 6,485,302 6,693,214 △ 207,912 流動負債 721,455 1,079,823 △ 358,368
　　 その他有形固定資産 2,347,550 2,319,669 27,881 　短期借入金 40,000 0 40,000
　　 その他の固定資産 1,518,801 1,602,606 △ 83,805 　その他流動負債 681,455 1,079,823 △ 398,368
流動資産 1,658,816 1,975,922 △ 317,106 負債の部合計 1,792,816 1,904,538 △ 111,722
　　 現金預金 1,520,727 1,638,514 △ 117,787 基本金の部
　　 その他流動資産 138,089 337,408 △ 199,319 　第1号基本金 25,351,611 25,311,203 40,408

　第3号基本金 200,000 200,000 0
　第4号基本金 379,000 379,000 0
基本金の部合計 25,930,611 25,890,203 40,408

消費収支差額の部
翌年度繰越消費支出超過額 9,133,744 8,624,116 509,628
消費収支差額の部合計 △ 9,133,744 △ 8,624,116 △ 509,628

資産の部合計 18,589,683 19,170,625 △ 580,942 負債の部､ 基本金の部及び消費収支差額の部合計 18,589,683 19,170,625 △ 580,942




